
今月の内容
・第 33回城下かれい祭りが開催されます
・�『日出町障がいのある人もない人も健やかで安らかに暮らせる
まちづくり条例』について

・写真は、これからシーズンを迎える『城下かれい』

『
天
下
の
美
味
』

　
召
し
上
が
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
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■日程　５月 12 日（土）・13 日（日）

■会場　日出城址周辺・日出漁港ほか

　　　　※日出小学校グラウンドに

　　　　　特設ステージを設置します。

第 33 回城下かれい祭り 開催！

注目のイベント

○花火大会
　（20 時～／打上場所：日出港公共埠頭）
※雨天の場合、翌日開催
○伝統芸能『辻間楽』（11 時 45 分～）
○伝統芸能『津嶋神楽』（12 時 20 分～）
○河内明美オンステージ（13 時～）
○商工会青年部によるスペシャルステージ
　ゲスト『MOOMIN』ほか（14 時～）

12 日 ( 土 )

○上城ハカセの『お魚談義』（10 時～）
○ハーモニーランドショー
　『キティズパラダイス』（11 時～）
○野良レンジャー　お笑いライブ（12 時～）
○速水映人オンステージ（13 時～）

13 日 ( 日 )

２日間12 日 ( 土 ) 13 日 ( 日 )

○お魚つかみどり大会（日出漁港）

　（12 日は 14 時～　※抽選券配布は 12 時～ 13 時）
　（13 日は 11 時～　※抽選券配布は９時～ 10 時）
　対象年齢：５歳～小学生以下、料金：300 円、定員：各 50 名
○漁師の味ひろば（10 時 30 分～／日出漁港）
○漁船遊覧ツアー　※中学生以下 300 円、高校生以上 500 円
　（12 日は 11 時 30 分～、13 日は 11 時～／日出漁港）
○農業見学ミニツアー（10 時 30 分～、13 時 30 分～／役場前発着）
○ふるさとレストラン（10 時～／日出小学校グラウンド）
○ガイドと巡る『歴史散策ミニツアー』
　（10 時～、11 時～、13 時～、14 時～／二の丸館前）
○着物で祭り散策　※要予約（☎ 72-4255）・料金 2,000 円
　（９時 30 分～ 13 時／深見記念館）
○野外茶席　※一服 200 円　（10 時～／的山荘）
○商工会青年部のＫトラ市（10時～／二の丸館前・日出小学校グラウンド）
○豪華賞品が当たるスタンプラリー
　（10 時～ 16 時／抽選会場：日出漁港）

※場所はいずれも
　特設ステージ
　（花火大会を除く）

※場所はいずれも
　特設ステージ

　 豪 華 ゲ ス ト が 多 数 出 演 !!　

河内明美 速水映人 野良レンジャー ほか
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他にもイベントを多数開催

※���記載している内容は変更される場合があります。詳しい内容は、祭りのチラシやホームページでご確認ください。

■鬼門櫓・歴史資料館前
　・勾玉づくり（両日／ 10 時～、13 時 30 分～）
　　※料金 100 円、定員各回 20 名

■致道館
　・コマまわし体験（両日／９時～）※料金無料
　・コマまわし大会（両日／ 14 時～）
　　※�料金 100 円、先着 16 名、木ゴマをまわせる方

が対象

■日出町役場新館ロビー
　・無料健康相談（12 日／ 9時 30 分～ 14 時）

■日出小学校グラウンド（特設ステージ）
　・式典（12 日／ 10 時～）
　・もちまき（12 日／ 10 時 20 分～）
　・国民文化祭おおいた大会ＰＲステージ
　　（12 日／ 10 時 45 分～）
　・日出総合高校音楽部演奏（12 日／ 11 時～）　　

■日出小学校グラウンド
　・お祭り屋台（両日／ 10 時～）
　・バルーンアート（両日／ 11 時～）
　・学生マルシェ（両日／ 10 時～）
　・こねこねワークショップ＆作品展示販売
　　（12 日／ 10 時～）

■二の丸館
　・地震体験車（12 日／ 11 時～）※雨天中止
　・てづくりまるしぇ【hiji ∞ cloud】（両日／ 10 時～）

■日出漁港
　・海上パレード無料乗船（12 日／ 10 時 40 分～出港）
　　※一般先着 70 名、10 時～受付開始
　・海の幸屋台（両日／ 10 時～）
　・ヨット体験クルージング（13 日／ 10 時～）
　　※中学生以下 300 円、高校生以上 500 円

■問合先　　城下かれい祭り実行委員会事務局（商工観光課）　　☎ 73-3158

第 2 回 
日出の鱧

は も

食
く

い祭り “ 夏 ”
～父の日はひじ鱧の日～

　昨年大盛況のうちに終えた
『日出の鱧食い祭り』。今年は
6月の父の日に開催します。
　骨太で生命力あふれる鱧を
父の日に！産卵を控えて栄養
をたっぷり蓄えた旬の恵みの
鱧を食べて鋭気を養おう！

□開催日　6月 16 日（土）・17 日（日）
□特別メニューの価格
　�4,320 円相当のメニューを 2,500 円（税込）で提供
□提供食数　両日で 400 食（５店舗合計）
□予約開始日時　６月４日（月）10 時～
　各店舗で電話予約受付開始
□参加店舗
　幸喜屋　☎ 72-2421� 能

の ら く ろ や

良玄家　☎ 72-2037
　帯
たてわき

刀の庄　☎ 72-6944� 膳のえぐち　☎ 72-8558
　日出町的山荘　☎ 72-2321
□主催　日出の鱧販売促進協議会

城下かれいキャンペーン

開催期間　4 月 28 日 ( 土 ) ～７月 1 日 ( 日 )

　城下かれいが最も美味しくなる時期に、今年も
城下かれいキャンペーンを開催します。
　町内の対象店舗で城下かれい料理を食べ、おみ
やげ品を購入し、それぞれスタンプを集めると、
華
かれい

麗なる賞品が当たる抽選会に応募できます。

※詳しくは『ひじナビ』で検索！

まだまだ『食』のイベントが盛りだくさん !!

□これらのイベントの問合先　商工観光課　☎ 73-3158
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◎
条
例
制
定
の
趣
旨

　

全
て
の
町
民
が
自
由
に
行
動
し
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現

は
、
私
た
ち
町
民
の
共
通
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
障
が
い

に
対
す
る
周
囲
の
理
解
不
足
や
誤
解
な
ど
に

よ
り
、
障
が
い
を
理
由
に
不
利
益
な
取
り
扱

い
を
受
け
た
り
、
配
慮
が
十
分
に
な
さ
れ
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
日
常
生
活
の

様
々
な
場
面
で
生
き
づ
ら
さ
や
差
別
感
を
感

じ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
国
際
連
合
で
『
障
害
者
の
権

利
に
関
す
る
条
約
』
が
採
択
さ
れ
、
わ
が
国

で
も
、
平
成
28
年
４
月
に
障
害
者
差
別
解
消

法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外
で
障
が
い

の
あ
る
人
の
権
利
を
尊
重
す
る
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
も
、
障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る

人
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
町
民
の
理
解
を
深

め
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
差
別
を
解

消
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
を
尊
重
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、日
出
町
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
の
擁
護
な
ど
に
関

す
る
理
念
が
全
て
の
町
民
に
浸
透
し
、
も
っ

て
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が

互
い
を
尊
重
し
、
支
え
合
い
、
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
な
が
ら
生
き
が
い
を
持
っ
て
参

加
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
こ

の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
差
別
等
の
禁
止
や
、
障

が
い
の
あ
る
人
の
権
利
の
尊
重
、
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。

◎
条
例
の
概
要

■
差
別
等
の
禁
止

　

�

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、
障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
を
す
る
こ
と
、
そ
の
他
の

権
利
・
利
益
を
侵
害
す
る
行
為
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

■
合
理
的
配
慮

　

�

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
日
常
生
活
を
営
む

上
で
障
壁
と
な
る
事
物
や
制
度
な
ど
を
取

り
除
く
た
め
、
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い
範

囲
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
と
っ
て
必
要

な
現
状
の
変
更
や
調
整
な
ど
を
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

日出町障がいのある人もない人も
健やかで安らかに暮らせるまちづくり条例

　『日出町障がいのある人もない人も健やかで安らかに暮らせるまちづくり

条例』（平成 30 年４月１日施行）が制定されました。私たち一人ひとりが、

障がいについて理解し、障がいを理由とした不当な差別のない、誰もが暮ら

しやすい社会づくりをみんなで考えていきましょう。

合理的配慮が必要な場面
○�医療や教育、療育その他の福祉サービスを提供
するとき
○施設・公共機関の利用に共するとき
○情報を収集、利用及び提供するとき
○災害時又は緊急時に援護を行うとき　
○�商品の販売、不動産の取引又はサービスを提供
するとき
○雇用するとき　
○その他合理的配慮が必要なとき

■町の責務（義務）
○�障がい及び障がいのある人とその
家族に対する町民及び事業者の理
解を深め、障がいを理由とする差
別を解消し、障がいのある人の権
利を尊重し、必要な施策を策定し、
実施する。
○�町民、事業者、大分県その他の地
方公共団体と連携し、協力を図る。

■町民及び事業者の責務（努力義務）
○町の施策に協力するよう努める。

障がい
及び障がいのある人に
対する町民の理解を

深める

障がいのある人に
対する差別を
解消する

障がいのある人の
権利を尊重する

障がいのある人もない人も健やかで
安らかに暮らせるまちづくりの実現

解説します
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特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

■
町
民
の
理
解
促
進

○
広
報
そ
の
他
の
啓
発
活
動
を
進
め
ま
す
。

○�

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
交
流
を

進
め
ま
す
。

○�

障
が
い
及
び
障
が
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て

の
教
育
を
進
め
ま
す
。

○�

障
が
い
の
あ
る
人
の
町
政
に
関
す
る
政
策

へ
の
参
画
を
進
め
ま
す
。

■
自
立
と
社
会
参
加

○�

自
立
支
援
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

○�

社
会
参
加
へ
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

○�

就
労
及
び
雇
用
へ
の
支
援
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

■
親
亡
き
後
等
の
生
活
維
持
の

　

た
め
の
支
援

　

�

町
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
を
支
え

て
い
た
親
そ
の
他
の
も
の
が
死
亡
も
し
く

は
高
齢
化
に
よ
り
支
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
又
は
在
宅
で
生
活
す
る
障

が
い
の
あ
る
人
が
高
齢
化
も
し
く
は
重
度

化
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
地
域
で
の
生

活
が
継
続
で
き
る
よ
う
必
要
な
取
組
を
行

い
ま
す
。

■
情
報
の
取
得
お
よ
び
意
思
疎
通

　

の
支
援

○�

情
報
の
取
得
お
よ
び
意
思
疎
通
に
お
け
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

○
意
思
疎
通
手
段
の
普
及
等
を
図
り
ま
す
。

○�

意
思
疎
通
支
援
者
の
養
成
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

○�

障
が
い
の
あ
る
人
に
配
慮
し
た
情
報
提
供

に
努
め
ま
す
。

○�

災
害
時
な
ど
の
情
報
伝
達
手
段
を
確
保
す

る
よ
う
努
め
ま
す
。

■�

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
に

対
す
る
相
談
体
制

○
相
談

　
�

障
が
い
の
あ
る
人
等
は
、
町
に
対
し
、
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
に
関
す
る
相
談

が
で
き
ま
す
。

○
あ
っ
せ
ん

　

�

相
談
事
案
が
解
決
さ
れ
な
い
と
き
は
、
町

長
に
対
し
、
あ
っ
せ
ん
の
申
立
て
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
勧
告

　

�

差
別
を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
が
、

あ
っ
せ
ん
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
あ
っ
せ

ん
に
従
う
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
公
表

　

�

正
当
な
理
由
な
く
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い

と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

竹
田�

勉
さ
ん
は
、
脳
性
麻
痺
に
よ

り
下
肢
に
障
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
ソ
ニ
ー
・
太
陽
㈱
に
勤
務
し

て
お
り
、
部
品
情
報
な
ど
の
登
録
事
務

に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
は
い
つ
も
、
大
分
市
で
障
が
い

の
あ
る
人
に
水
泳
を
教
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
身
体
、
知
的
、
精
神
な

ど
様
々
な
障
が
い
の
あ
る
人
が
い
て
、

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
に
よ
り
、
水

泳
だ
け
で
な
く
「
自
分
に
で
き
な
い
こ

と
は
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
も
い
い
ん

だ
」
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
場
に
も
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
『
日
出
町
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
健
や
か
で
安
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
条
例
』
に
つ
い
て
伺
う
と
、

「
気
に
な
る
と
こ
ろ
は
、
親
亡
き
後
の
生

活
の
維
持
の
た
め
の
支
援
の
と
こ
ろ
で

す
。
水
泳
を
教
え
て
い
る
と
、
み
ん
な
将

来
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
」と
言
い
ま
す
。

　

施
設
に
入
り
た
く
な
く
て
も
入
る
し
か

な
い
よ
う
な
状
況
は
な
ん
と
か
避
け
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
生
徒
に
は
将
来
困
ら
な

い
よ
う
に
出
来
る
こ
と
は
自
分
で
さ
せ
て

い
ま
す
。

　
「
障
が
い
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
助
け

て
も
ら
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
障
が
い
の

あ
る
人
も
出
来
る
範
囲
で
自
立
で
き
る
よ

う
に
な
れ
た
ら
と
思
う
」「
入
口
に
段
差

が
あ
っ
た
り
、
車
椅
子
で
入
れ
る
ト
イ
レ

が
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
身

体
に
障
が
い
が
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
も
進
み
、
随
分
状
況
は
良

く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
表
面
的
に
わ

か
り
づ
ら
い
知
的
障
が
い
や
精
神
障
が

い
、
発
達
障
が
い
な
ど
の
あ
る
人
に
と
っ

て
は
、
ま
だ
ま
だ
理
解
が
少
な
く
、
住
み

づ
ら
い
状
況
が
あ
る
と
思
う
」
と
言
い
ま

す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
と
き

は
積
極
的
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
が
、
障
が
い
は
一
人
ひ
と
り
違
う

の
で
、『
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
？
』

と
一
声
か
け
て
、
本
人
の
意
思
を
確
認
し

て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
互
い
の
助
け

合
い
か
ら
始
め
よ
う

竹田��勉��さん
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３
月
29
日
、
九
州
ナ
ノ
テ
ッ
ク
光
学

株
式
会
社
（
本
社
：
日
出
町
大
神
）
の

馬
場
潤
一
社
長
、
桐
田
守
副
社
長
が
役

場
を
訪
れ
、
本
田
町
長
に
工
場
増
設
に

係
る
立
地
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
リ
バ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム
と
呼

ば
れ
る
、
通
常
は
透
明
な
フ
ィ
ル
ム
を

通
電
さ
せ
る
こ
と
で
瞬
時
に
不
透
明
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
特
殊
液
晶
フ
ィ
ル

ム
を
開
発
。
こ
の
製
品
の
受
注
拡
大
な

ど
に
よ
り
、
藤
原
地
区
に
工
場
を
増
設

す
る
こ
と
を
決
定
し
、
本
社
も
新
工
場

内
へ
移
転
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

表
明
を
受
け
、
本
田
町
長
は
「
新
工

場
は
日
出
Ｉ
Ｃ
に
近
く
、
交
通
ア
ク
セ

ス
の
と
て
も
良
い
場
所
。
業
績
拡
大
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

工
場
増
設
に
係
る
立
地
を
表
明

九
州
ナ
ノ
テ
ッ
ク
光
学
㈱

祝
１
０
０
歳　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日
出
地
区
の
加
来
キ
ヨ
コ
さ
ん加来キヨコさん（前列中央）

立地表明書を町長へ手渡す馬場社長（左）

　

３
月
23
日
、
日
出
堀
区
の
加
来
キ
ヨ

コ
さ
ん
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
加
来
さ
ん
が
入
所
し
て
い
る
町

内
の
施
設
を
本
田
町
長
が
訪
問
し
、
長

寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

加
来
さ
ん
は
、
少
し
足
が
不
自
由
な

も
の
の
、
風
邪
な
ど
も
ひ
か
ず
に
お
元

気
で
、
普
段
は
ぬ
り
絵
を
楽
し
み
に
し

て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
若
い
頃
は
郵
便

局
な
ど
で
働
き
な
が
ら
、
息
子
３
人
、

娘
３
人
を
育
て
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
長
寿
の
秘
訣
を
聞
か
れ
、

「
子
ど
も
が
優
し
く
し
て
く
れ
る
こ

と
」「
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

加
来
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

い
て
く
だ
さ
い
。

HIJI��TOWN��TOPICS

まちの話題
公式 Facebook で

町の旬な情報をリアルタイムで発信中！

日出町フェイスブック

３月～４月

　

４
月
11
・
12
・
13
日
、
町
立
中
学
校
、

小
学
校
、
幼
稚
園
で
、
そ
れ
ぞ
れ
入
学

式
・
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
出
中
学
校
の
入
学
式
で
は
、
清
家

健
志
校
長
が
「
中
学
校
で
は
、
自
分
・

友
達
・
時
間
の
３
つ
を
大
切
に
し
て
有

意
義
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
の

な
か
で
話
し
ま
し
た
。

　

新
入
生
代
表
に
よ
る
宣
誓
で
は
、
上

村
舞ま
い
は羽
さ
ん
が
「
新
し
い
中
学
校
生
活

を
精
一
杯
頑
張
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
保
護
者
が
見
守
る
な
か
、
入

学
式
に
出
席
し
た
新
入
生
ら
は
、
真
剣

な
表
情
で
式
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
町
立
中
学
校
に
合
計

２
７
６
名
、
小
学
校
に
合
計
２
７
８

名
、
幼
稚
園
に
合
計
１
５
１
名
が
入

学
・
入
園
し
ま
し
た
。

　

ご
入
園
・
ご
入
学
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

真剣な表情で式に臨む新入生ら（日出中）

ご
入
園
・
ご
入
学
お
め
で
と
う
!!

小
・
中
学
校
で
入
学
式

　
　
　
町
立
幼
稚
園
で
入
園
式

新入生を代表して宣誓する上村さん（日出中）
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新しく導入された水槽付消防ポンプ車

木
造
家
屋
火
災
に
対
し
高
い
消
火
能
力

日
出
消
防
署
に
新
し
い
ポ
ン
プ
車

　

３
月
29
日
、
杵
築
速
見
消
防
組
合
日

出
消
防
署
に
、
新
し
い
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
車
が
納
車
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

同
署
が
保
有
す
る
消
防
車
両
の
老
朽
化

に
伴
う
更
新
に
よ
る
も
の
。

　

新
し
い
ポ
ン
プ
車
に
搭
載
さ
れ
て
い

る
水
槽
の
容
量
は
１
５
０
０
㍑
。
あ
わ

せ
て
、
放
水
時
、
水
に
泡
を
混
合
さ
せ

浸
透
力
を
高
め
る
機
構
『
フ
ォ
ー
ム
プ

ロ
』
を
搭
載
し
て
お
り
、
木
造
家
屋
な

ど
の
火
災
に
対
し
、
高
い
消
火
能
力
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
最
新
鋭
の
機
器
な
ど
が

搭
載
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
消
火
活
動

に
お
け
る
一
層
の
能
力
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

消
防
団
員
２
７
１
名
を
率
い
る

消
防
団
長
に
青
柳
潤
治
さ
ん

　

４
月
２
日
、
日
出
町
消
防
団
団
長
辞

令
交
付
式
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
に
就
任
し
た
青
柳
潤
治
さ
ん

は
、
本
田
町
長
か
ら
辞
令
を
受
け
取
っ

た
後
、「
与
え
ら
れ
た
任
務
を
全
う
す

る
た
め
、
全
身
全
霊
で
こ
の
職
を
務
め

た
い
」
と
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
消
防
団
に
対
す
る
住
民
の

期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
、
消
防
団

の
ト
ッ
プ
と
し
て
住
民
の
安
心
・
安
全

を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
出
町
で
は
、
２
７
１
名
の

消
防
団
員
が
万
一
の
災
害
に
備
え
て
、

訓
練
の
実
施
や
防
災
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

神楽を見る来場者ら

『
お
殿
様
、
お
帰
り
な
さ
い
』

横
津
神
社
で
春
季
例
大
祭

　

４
月
８
日
、
藤
原
地
区
の
横
津
神
社

で
春
季
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

横
津
神
社
は
、
名
君
と
称
え
ら
れ
る

日
出
藩
３
代
藩
主
・
木
下
俊
長
公
を
祭

神
と
し
、
日
出
藩
時
代
に
は
鎮
守
と
し

て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
旧
日
出

藩
木
下
家
19
代
当
主
の
木
下
崇
俊
さ
ん

は
、あ
い
さ
つ
の
な
か
で「
日
出
に
帰
っ

て
く
る
と
、
皆
さ
ん
が
『
お
殿
様
、
お

帰
り
な
さ
い
』
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
。

や
は
り
地
元
は
良
い
も
の
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
、神
楽
の
奉
納
や
、ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
の
披
露
な
ど
も
あ
り
、
春
の

陽
気
の
な
か
、
来
場
者
ら
は
祭
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

青柳潤治消防団長（左）

30 万人目の来館者となった五嶋さん（左）

日
出
町
立
図
書
館

来
館
者
数
が
30
万
人
を
突
破

　

４
月
10
日
、
町
立
図
書
館
の
来
館
者

数
が
30
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
30
万
人
目
の
来
館
者
と

な
っ
た
の
は
、
五
嶋
一
雄
さ
ん
（
藤
原

地
区
）。
堀
教
育
長
か
ら
五
嶋
さ
ん
へ
、

「
い
つ
も
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
の
お
礼
の
言
葉
と
と
も
に
、

花
束
と
記
念
品
が
進
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
嶋
さ
ん
は
「
ま
さ
か
自
分
が
30
万

人
目
に
な
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
図
書
館
を
利
用
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

河
野
一
利
図
書
館
長
は
「
こ
れ
か
ら

も
、
子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
幅

広
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
蔵

書
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

語
り
ま
し
た
。
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会話を楽しみながら紙の兜を作る参加者ら

高
齢
者
サ
ロ
ン
『
ほ
ほ
え
み
広
場
』

こ
ど
も
の
日
の
兜
を
作
る

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
毎
週
開
催
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
サ
ロ
ン
『
ほ
ほ
え
み

広
場
』
で
、
４
月
13
日
、『
日
出
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
こ
ど

も
の
日
の
兜
か
ぶ
と

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
』
と
題
し

て
、
参
加
者
が
紙
の
兜
作
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
に
作
り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
着
用

で
き
る
大
き
さ
の
兜
や
、
飾
り
用
の
兜

な
ど
を
制
作
。
紙
を
折
る
の
に
苦
戦
し

つ
つ
も
、
参
加
者
同
士
で
の
話
や
、
ス

タ
ッ
フ
と
の
話
に
花
を
咲
か
せ
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

制
作
さ
れ
た
兜
の
一
部
は
、
５
月
５

日
に
行
わ
れ
る
大
分
空
港
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
景
品
と
し
て
配
布
さ
れ
ま
す
。

女
性
の
視
点
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

防
災
士
会
女
性
部
が
発
足

　

４
月
15
日
、
日
出
町
防
災
士
会
女
性

部
設
立
総
会
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
会
女
性
部
は
、
女

性
の
視
点
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
活

用
し
、
地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
の
あ
い
さ
つ
で
、
堀
さ
お
り

部
長
は
「
災
害
発
生
時
、
不
便
を
強
い

ら
れ
が
ち
な
避
難
所
な
ど
で
、
日
常
の

生
活
を
し
っ
か
り
と
繋
い
で
い
く
こ
と

が
、
女
性
部
の
果
た
し
て
い
く
役
割
と

考
え
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
開
催
に
あ
わ
せ
て
、
松
永
鎌
矢

氏
（
日
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
ひ

ち
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
）
に
よ
る
基
調
講
演
や
、
非
常
食
カ

フ
ェ
（
試
食
会
）
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 堀さおり部長（左端）と役員ら

祝
１
０
０
歳　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

豊
岡
地
区
の
播
磨
サ
サ
ヱ
さ
ん播磨ササヱさん（中央）

　

４
月
13
日
、
豊
岡
新
町
区
の
播
磨
サ

サ
ヱ
さ
ん
が
、
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
、
播
磨
さ
ん
が
入
所
し
て
い

る
町
内
の
施
設
を
本
田
町
長
が
訪
問

し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

播
磨
さ
ん
は
、
別
府
市
大
所
の
出
身

で
、
若
い
頃
は
町
内
の
会
社
で
働
き
、

同
僚
だ
っ
た
重
行
さ
ん
（
故
人
）
と
結

婚
。
２
人
の
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
ま
し

た
。

　

町
長
か
ら
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
」と
声
を
か
け
ら
れ
、に
っ
こ
り
笑
っ

て
「
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼
を
言
う
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

播
磨
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

い
て
く
だ
さ
い
。

世
界
農
業
遺
産『
地
域
活
力
支
援
事
業
』

を
募
集
し
ま
す

　

国
東
半
島
宇
佐
地
域
に
お
い
て
、
世
界
農

業
遺
産
に
関
連
す
る
自
主
的
な
取
り
組
み

（
提
案
型
地
域
活
動
）
に
対
し
て
支
援
を
し

ま
す
。

◎
提
案
型
地
域
活
動

■�

対
象　

地
域
づ
く
り
、
観
光
振
興
を
目
的

と
す
る
団
体
が
行
う
世
界
農
業
遺
産
に
関

連
す
る
取
り
組
み
に
か
か
る
費
用

■�

事
業
例　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
観
光

周
遊
コ
ー
ス
の
整
備
、
生
物
多
様
性
生
物

多
様
性
保
全
の
た
め
の
事
業
の
開
発
な
ど

■�

補
助
金
額　

１
事
業
に
つ
き
30
万
円
以
上

50
万
円
未
満
（
た
だ
し
、
営
利
目
的
の
場

合
は
２
分
の
１
未
満
）

※�

『
個
人
お
よ
び
個
人
経
営
者
』『
宗
教
活
動

団
体
』『
政
治
団
体
』
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

※�

事
業
の
詳
細
は
、
世
界
農
業
遺
産
推
進

協
議
会
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.kunisaki-usa-giahs.com

/

）

で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
募
集
締
切　

６
月
15
日
（
金
）

■
問
合
先　

農
林
水
産
課　

農
業
振
興
係

☎
73
‐
３
１
２
７

応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
!!
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▼�
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

経
済
産
業
省
・
大
分
県
・
日
出
町
に

よ
り
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

５
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
事

業
所
を
訪
問
し
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
・

必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

○�

工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以

上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に

６
月
１
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

○�

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調

査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務

の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

○�

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ
び
地
域
行

政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。

○�

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の

資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

政
策
推
進
課

☎
73
‐
３
１
１
６

▼�

国
民
年
金
保
険
料
、
付
加
年
金
制
度

の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
万
６
３
４
０
円
で
す
。
納
め
た

保
険
料
は
『
社
会
保
険
料
控
除
』
と
し

て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
前
納
（
２
年
、
１

年
、
６
月
）
し
た
場
合
は
、
期
間
に
応

じ
て
割
引
と
な
り
お
得
で
す
。

　

付
加
年
金
制
度
は
、
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入
被
保
険
者

が
定
額
保
険
料
（
月
額
１
万
６
３
４
０

円
）
に
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０

円
）
を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
分

が
上
乗
せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

上
乗
せ
さ
れ
る
年
金
額
は
『
２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
』
で
、
老

齢
基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て
受
給
で
き
る

終
身
年
金
と
な
り
ま
す
。

　

納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

住
民
課　

年
金
係

☎�

73
‐
３
１
２
２

▼�

臨
時
職
員
登
録
制
度
に
つ
い
て

　

日
出
町
役
場
で
は
臨
時
職
員
登
録
制

度
を
設
け
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
臨

時
職
員
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
臨
時
職

員
と
し
て
働
き
た
い
方
は
、
総
務
課
に

履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

職
種

一
般
事
務

必
要
な

資
格
・
条
件

パ
ソ
コ
ン
操
作
可
能
な
方

職
務
内
容
等

事
務
補
助
、
窓
口
業
務
等

■�

雇
用
期
間

　

�

６
カ
月
以
内
（
最
長
１
年
ま
で
の
更

新
あ
り
）

■
勤
務
時
間

　

�

１
日
７
時
間
45
分
（
８
時
30
分
か
ら

17
時
ま
で
）

■
賃
金

　

�

日
額
６
４
０
０
円
（
通
勤
距
離
が
片

道
２
㌔
以
上
の
場
合
、
通
勤
費
用
支

給
有
）

■�

募
集
期
間

　

�

随
時
受
付
を
し
て
い
ま
す
（
土
日
祝

日
を
除
く
）

■
申
込
方
法

　
�

市
販
の
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
・
Ａ

３
サ
イ
ズ
）に
必
要
事
項
お
よ
び『
臨

時
職
員
登
録
希
望
』
と
記
入
し
、
総

務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日

面
接
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
そ
の
他

　

�

有
効
期
間
は
登
録
後
１
年
間
で
あ

り
、
採
用
を
必
ず
保
障
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
提
出
・
問
合
先

　

総
務
課　

総
務
人
事
係

☎
73
‐
３
１
５
０

▼�

中
央
公
民
館
主
催
教
室

　『
美
術
・
芸
術
・
文
化
鑑
賞
教
室
』

■�

開
催
日

　

�

６
月
５
日（
火
）９
時
～
17
時（
予
定
）

■
研
修
先　

九
州
国
立
博
物
館　

　

�

特
別
展
『
至
上
の
印
象
派
展
ビ
ュ
ー

ル
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』

■�

集
合
場
所

　

�

中
央
公
民
館
集
合
後
、
研
修
バ
ス
に

乗
車

■�

受
付
期
間

　

５
月
10
日
（
木
）
～
５
月
25
日
（
金
）

■�

費
用

　

�

事
務
連
絡
費
・
美
術
館
入
館
料
・
昼

食
代

■
定
員　

25
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
対
象　

町
内
在
住
の
方

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館　
　

☎
72
‐
８
６
０
８

▼�

自
動
車
税
（
県
税
）
の
納
付
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
木
）
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納

付
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

別
府
県
税
事
務
所

☎
67
‐
８
２
１
１

工業統計キャラクター

コウちゃん

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

�

　平成 30 年４月１日以降に運転免許証を自主返
納した高齢者を対象に、自動車に代わる交通手段
として利用できるバス回数券などの交付を行って
ます。

■申請できる方（以下の全てに該当する方）
①�平成 30 年４月１日以降に運転免許証を全て自
主返納した方
②�日出町に住民登録をしている運転免許証の返納
時点で 70歳以上の方

■支援の申請期間
　�運転免許証の自主返納を行った日から 90 日以
内に申請してください。なお、郵送での申請は
できません。

■支援の内容
　�以下の中から１つを選択していただきます。支
援は１人１回限りです。
①�１万円相当の日出町コミュニティバスの回数乗
車券
②�１万円相当の町内を運行する民間路線バスの回
数乗車券
③�１万円相当の町内を運行する民間路線バス・JR
で利用できるＩＣカード（お金をチャージする
ことで繰り返し使用できます）

■申請方法
　�以下のものを用意し、生活環境課で支援の申請
を行ってください。

【申請に必要なもの】
①�申請による運転免許取消通知書の原本（返納の
際に自動的に交付されます）または運転経歴証
明書
※�運転経歴証明書がある場合は、②の証明書は不
要です。
②�返納した運転免許証（返納の際に交付を申し出
てください）または写真付きの身分証明書
③印鑑

　平成 30 年４月１日から高齢運転者の交通事故
を抑止するため、自動車急発進防止装置を取付け
ようとする方を対象に、取付に必要な費用の一部
に対し、補助金の交付を行っています。

※自動車急発進防止装置とは…
　�自動車の停止時または徐行時において、アクセ
ルペダルが急激に踏み込まれた際に急発進を抑
制し、もしくはアクセルペダルとブレーキペダ
ルが同時に踏み込まれた場合にブレーキ操作が
優先される装置のことです。

■補助の対象者（以下の全てに該当する方）
①�日出町に住民登録をしている急発進防止装置取
付時に 70歳以上の方
②�取付業者に依頼して、平成 30 年 4月 1日以降
に自動車に急発進防止装置を取り付けた方
③�自ら使用する目的で、事業の用に供さず、自ら
が所有または使用している自動車に急発進防止
装置を取り付けた方
④有効期限内にある運転免許証を保有している方
⑤�同一年度内にこの要綱による補助金の交付を受
けていない方

■補助金の申請時期
　�補助金の申請は、急発進防止装置を取り付けた
日から１年以内に行ってください。

■補助金の額
　�急発進防止装置の取付に要した費用の２分の１
に相当する額（その額に 100 円未満の端数があ
るときは、その端数を切り捨てた額）。ただし、
20,000 円を限度とします。

■申請方法
　�以下のものを用意し、生活環境課で補助金交付
申請を行ってください。

【申請に必要なもの】
①�取付費用の明細（自動車登録番号または車両番
号を含む）が記載された領収書
②運転免許証
③自動車検査証
④�急発進防止装置取付前および取付後の写真各１
枚
⑤町税納税状況調査承諾書
⑥補助金振込口座の分かるもの（預金通帳）
⑦印鑑

ご高齢の方を支援する２つの助成を始めました

高齢者運転免許証自主返納支援 自動車急発進防止装置取付費補助

■これらの事業の申込・問合先は
　生活環境課　☎ 73-3128
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【
課
長
級
】

▼
総
務
課
長　

藤
本
英
示
（
教
育
総
務
課
長
）

▼
財
政
課
長　

白
水
順
一
（
財
政
課
課
長
補
佐
）

▼
政
策
推
進
課
長　

木
付
達
朗
（
税
務
課
課
長

補
佐
兼
収
納
係
長
）
▼
契
約
検
査
室
長　

宇
都

宮
正
徳
（
都
市
建
設
課
参
事
兼
課
長
補
佐
）
▼

上
下
水
道
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長　

後
藤

英
樹
（
政
策
推
進
課
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係

長
）
▼
監
査
委
員
事
務
局
長　

西
村
浩
明
（
住

民
課
課
長
補
佐
兼
年
金
係
長
兼
人
権
推
進
係
長
）

▼
教
育
総
務
課
長　

帯
刀
志
朗
（
総
務
課
課
長

補
佐
）
▼
学
校
教
育
課
長　

小
田
雅
章
（
大
分

県
教
育
委
員
会
）
▼
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公

民
館
長　

安
田
加
津
浩
（
契
約
検
査
室
次
長
兼

契
約
係
長
）
▼
日
出
町
立
図
書
館
長　

河
野
一

利
（
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
総
務
課
課
長
補
佐　

河
野
匡
位
（
議
会
事
務

局
次
長
兼
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
）
▼
財
政
課

課
長
補
佐　

梶
原
新
三
（
商
工
観
光
課
課
長
補

佐
兼
商
工
係
長
）
▼
財
政
課
主
幹
兼
情
報
化
推

進
係
長　

成
富
祥
史
（
財
政
課
情
報
化
推
進
係

長
）
▼
政
策
推
進
課
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係

長　

古
屋
秀
一
郎
（
健
康
増
進
課
課
長
補
佐
兼

国
保
医
療
係
長
）
▼
契
約
検
査
室
次
長
兼
契
約

係
長　

佐
藤
小
百
合
（
教
育
総
務
課
課
長
補
佐
）

▼
税
務
課
課
長
補
佐
兼
収
納
係
長　

安
田
恵（
商

工
観
光
課
主
幹
兼
観
光
係
長
）
▼
住
民
課
課
長

補
佐
兼
人
権
推
進
係
長　

藤
本
周
司
（
都
市
建

設
課
課
長
補
佐
兼
用
地
係
長
）
▼
住
民
課
主
幹

兼
年
金
係
長　

山
口
佳
子
（
住
民
課
戸
籍
住
民

係
長
）
▼
健
康
増
進
課
課
長
補
佐　

波
津
久
誠

（
税
務
課
資
産
税
係
長
）
▼
生
活
環
境
課
課
長
補

佐
兼
生
活
環
境
係
長　

土
居
浩
二
（
都
市
建
設

課
課
長
補
佐
兼
工
務
第
２
係
長
）
▼
商
工
観
光

課
課
長
補
佐
兼
観
光
係
長　

宇
都
宮
博
（
会
計

課
会
計
係
長
）
▼
都
市
建
設
課
課
長
補
佐　

中

山
雅
広
（
都
市
建
設
課
主
幹
兼
都
市
計
画
係
長
）

▼
都
市
建
設
課
課
長
補
佐
兼
建
築
係
長　

豊
田

博
（
都
市
建
設
課
主
幹
兼
建
築
係
長
）
▼
都
市

建
設
課
主
幹
兼
管
理
係
長　

橘
暁
子
（
都
市
建

設
課
管
理
係
長
）
▼
議
会
事
務
局
次
長
兼
庶
務

係
長
兼
議
事
係
長　

工
藤
明
美
（
上
下
水
道
課

主
幹
兼
下
水
道
管
理
係
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
係

長
）
▼
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
農
地
調
整

係
長　

阿
南
吉
伸
（
生
活
環
境
課
主
幹
兼
生
活

環
境
係
長
）
▼
教
育
総
務
課
主
幹
兼
企
画
管
理

係
長　

後
藤
将
児
（
教
育
総
務
課
企
画
管
理
係

長
）

【
係
長
級
】

▼
総
務
課
行
政
係
長　

赤
野
公
彦
（
総
務
課
行

政
係
長
兼
危
機
管
理
室
副
主
幹
）
▼
財
政
課
主

査　

衛
藤
真
一
（
財
政
課
主
任
）
▼
政
策
推
進

課
政
策
企
画
係
長　

間
部
真
弓
（
福
祉
対
策
課

主
査
）
▼
政
策
推
進
課
改
革
推
進
係
長
兼
地
域

振
興
係
長　

佐
藤
道
智
（
政
策
推
進
課
政
策
企

画
係
長
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▼
税
務
課
住
民
税
係
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佐
藤
功
次

郎
（
生
活
環
境
課
副
主
幹
）
▼
税
務
課
資
産
税

係
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白
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由
希
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税
務
課
副
主
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務
課
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英
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総
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県
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税
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健
康
増
進
課
主
査　

赤
野
洋
子
（
福

祉
対
策
課
主
査
）
▼
生
活
環
境
課
副
主
幹　

本

田
憲
（
農
林
水
産
課
副
主
幹
）
▼
生
活
環
境
課

副
主
幹
定
平
壽
一
（
税
務
課
副
主
幹
）
▼
商
工

観
光
課
商
工
係
長　

西
原
千
貴
（
商
工
観
光
課

主
査
）
▼
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係
長　

河
野

裕
治
（
農
林
水
産
課
主
査
）
▼
農
林
水
産
課
副

主
幹　

村
田
浩
一
（
生
涯
学
習
課
副
主
幹
）
▼

農
林
水
産
課
副
主
幹　

岩
﨑
誠
（
生
活
環
境
課

副
主
幹
）
▼
都
市
建
設
課
用
地
係
長
兼
都
市
計

画
係
長　

藤
井
英
明
（
都
市
建
設
課
工
務
第
１

係
長
）
▼
都
市
建
設
課
工
務
第
１
係
長
兼
工
務

第
２
係
長　

萱
嶌
嘉
郎
（
都
市
建
設
課
主
査
）

▼
都
市
建
設
課
主
査　

河
野
悟
史
（
住
民
課
主

査
）
▼
都
市
建
設
課
主
査　

白
水
真
（
上
下
水

道
課
主
査
）
▼
上
下
水
道
課
下
水
道
管
理
係
長

兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
係
長　

高
橋
康
治
（
税
務
課

住
民
税
係
長
）
▼
上
下
水
道
課
主
査　

上
野
新

悟
（
都
市
建
設
課
主
査
）
▼
会
計
課
会
計
係
長

今
村
敏
昭
（
政
策
推
進
課
改
革
推
進
係
長
兼
地

域
振
興
係
長
）
▼
会
計
課
主
査　

佐
藤
直
子
（
教

育
総
務
課
主
査
）
▼
学
校
教
育
課
学
務
指
導
係

長　

吉
松
美
紀
（
学
校
教
育
課
主
査
）
▼
生
涯

学
習
課
副
主
幹　

白
水
明
（
農
林
水
産
課
副
主

幹
）
▼
文
化
振
興
室
文
化
財
係
長　

中
尾
征
司

（
文
化
振
興
室
主
査
）

【
主
任
以
下
】

▼
総
務
課　

釜
堀
晃
一
（
政
策
推
進
課
）
▼
総

務
課
＝
大
分
県
派
遣　

岡
野
大
輔
（
税
務
課
）

▼
総
務
課
＝
別
杵
速
見
地
域
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
派
遣　

室
屋
武
志
（
税
務
課
）
▼
政
策

推
進
課　

青
野
大
介
（
会
計
課
）
▼
政
策
推
進

課　

嶋
本
祐
（
総
務
課
）
▼
税
務
課　

川
端
亨

（
農
林
水
産
課
）
▼
住
民
課　

長
野
康
範
（
文
化

振
興
室
）
▼
商
工
観
光
課　

辛
島
芳
明
（
生
涯

学
習
課
）
▼
農
林
水
産
課　

姫
野
秀
宇
（
政
策

推
進
課
）
▼
農
林
水
産
課　

三
浦
怜
（
財
政
課
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局　

厚
田
健
太
（
農
林
水

産
課
）
▼
生
涯
学
習
課　

河
野
一
貴
（
総
務
課

＝
別
杵
速
見
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
派

遣
）

【
新
採
用
】

▼
財
政
課　

玉
ノ
井
達
哉
▼
税
務
課　

小
幡
祐

子
▼
税
務
課　

藤
江
竜
也
▼
福
祉
対
策
課　

河

野
史
佳
▼
子
育
て
支
援
課　

小
西
翔
子
▼
農
林

水
産
課　

石
川
将
也
▼
都
市
建
設
課　

宇
都
宮

正
成
▼
教
育
総
務
課　

本
田
悠
▼
文
化
振
興
室

池
田
詩
苑

【
退
職
者
】

▼
野
上
悟
（
総
務
課
）
▼
脇
英
訓
（
財
政
課
）

▼
大
塚
一
路
（
政
策
推
進
課
）
▼
川
野
敏
治
（
契

約
検
査
室
）
▼
片
山
節
子
（
商
工
観
光
課
）
▼

佐
藤
義
人
（
上
下
水
道
課
）
▼
宮
本
洋
二
（
監

査
委
員
事
務
局
）
▼
笠
置
勝
弘
（
農
業
委
員
会

事
務
局
）
▼
後
藤
明
子
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

▼
浅
野
邦
広
（
学
校
教
育
課
）
＝
大
分
県
教
育

委
員
会
へ
▼
佐
藤
寛
爾
（
生
涯
学
習
課
）
▼
重

岡
由
美
（
日
出
町
立
図
書
館
）

【
幼
稚
園
教
諭
】

○
主
任
教
諭　

▼
日
出
幼
稚
園　

河
野
志
紀（
川

崎
幼
稚
園
）
▼
川
崎
幼
稚
園　

阿
部
佐
恵
子
（
日

出
幼
稚
園
）

　

平
成
30
年
３
月
31
日
付
け
で
職
員
12
名

（
う
ち
１
名
は
大
分
県
教
育
委
員
会
へ
異

動
）
が
退
職
し
、
新
た
に
９
名
を
採
用
し

ま
し
た
。
定
期
異
動
者
は
93
名
で
す
。

町

職

員

人

事

異

動
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○�

食
育
、
生
活
・
運
動
習
慣
の
改
善
な
ど
に
よ

る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
身
体
づ
く
り
の
推
進

○�

新
幼
稚
園
教
育
要
領
な
ど
の
実
施
に
よ
る
就

学
前
教
育
の
改
善
・
充
実

■
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
確
保

○�

日
出
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
『
フ
レ
ン
ド

リ
ー
広
場
』
の
機
能
充
実

○�

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を

活
用
し
た
、
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
等
の
充

実
・
強
化

■
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

○�

『
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
４
つ
の
観
点
』
の
更

な
る
徹
底

○�

学
校
・
地
域
・
家
庭
が
協
働
し
た
学
校
づ
く

り
（
学
校
運
営
協
議
会
の
定
着
）

○�

家
庭
に
お
け
る
『
10
‐
７
‐
１
運
動
』『
テ

レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
で
１
日
２
時
間
以
内
』
の
推

進
○�

大
神
小
学
校
、
大
神
中
学
校
に
お
け
る
小
中

連
携
教
育
の
推
進

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
実
践
に
よ
り
、『
チ
ー

ム
学
校
』
を
実
現
し
、教
育
水
準
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　 

平
成
30
年
度
日
出
町
学
校
教
育
重
点
指
針

　
に
つ
い
て

日
出
町
教
育
委
員
会

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
の
学
校
教
育
重

点
指
針
の
な
か
で
、『
生
き
る
力
』
を
育
む
学

校
（
園
）
教
育
の
充
実
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
で
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
具
体
的
に
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

■�

子
ど
も
の
力
と
意
欲
を
伸
ば
す
学
校
教
育
の

推
進

○�

新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た

取
り
組
み
の
充
実

○�

新
大
分
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
よ
る
『
学
び
に
向

か
う
力
』
と
『
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
』

の
育
成

○�

付
け
た
い
力
を
意
識
し
た
密
度
の
濃
い
授
業

（
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
）
の
実
現

に
向
け
た
授
業
改
善

○�
特
別
支
援
教
育
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善

（『
個
別
の
指
導
計
画
』
の
作
成
・
活
用
推
進
）

○�

『
一
校
一
実
践
』
の
改
善
な
ど
運
動
の
習
慣

化
・
日
常
化
に
向
け
た
体
力
向
上
対
策
の
推

進

防災に関するお知らせ

防災無線電話確認ダイヤル
防災無線を聞きのがした際に、

電話にて内容を確認することができます。
（フリーダイヤル）

0120-673-010
　　　　　（むなさわぎにおうとう）

　県下一斉県民防災アクションデーとして風
水害避難サイレンを鳴らします。皆さんもこ
のサイレン音を活用して、家庭や職場で周り
の人への声かけや避難場所・非常持ち出し品
の確認など、万一の場合の避難行動を確認し
ましょう。

■普段から心がけること・・・
○避難場所や避難経路を確認しておく
○天気予報や気象情報に気を付ける
○非常食や持ち出すものなどを準備しておく
○台風に備え、家のまわりを点検・整備しておく
■日時　６月１日（金）
　　　　９時 30 分から２～３分程度
■場所　町内の防災行政無線設置場所（38か所）

６月１日は県民防災アクションデーです

■問合先　総務課�危機管理室　☎ 73-3150

県民安全・安心メール
気象警報や地震発生情報をメールで連絡します。

　�e@bousai-oita.jp へ空メールを送信し、返信された
メールに従って利用登録をしてください。

５月 16 日はＪアラートの
全国一斉情報伝達試験日です。

　緊急時に住民の皆さんへの迅速な情報伝達がで
きるよう、Ｊアラート全国一斉情報伝達試験を実
施いたします。

■日時　５月 16 日（水）　11 時
■場所　町内の防災行政無線設置場所（38 か所）
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定 期 相 談　 ① 図 書 館 だ よ り
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■５月の休館日
　１（火）・７（月）・14（月）・21（月）～ 28（月）

《蔵書点検のお知らせ》
※�５月 21 日（月）～ 28 日（月）は、年に一度の蔵書点検作業のた
め休館します。返却期限を過ぎた本をお持ちの方は、早急にお返
しください。点検期間中に返却される場合は、図書館入り口の返
却ポストの中に入れてください。

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）
○『ブーフーウー』による読み聞かせ
　日時：　５月 12 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　対象：　乳幼児～小学生
○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ
　※休館中のため、５月はありません。

■図書館見学ツアー
　毎月行っていましたが、今年度から年２回程度に変更します。

『�ひとり暮らしレスキューＢＯＯＫ』
成美堂出版編集部：編　　成美堂出版：刊

　ひとり暮らしの中にある、どうしよう？や、困っ
た！をまるごと解説してくれる一冊。これからひ
とり暮らしを始めようとしている方、実際にひと
り暮らしをしている方にはもちろん、毎日の生活
に生かせるあれこれをイラストと文章で分かりや
すく紹介します。また、ひとり暮らし経験者によ
る各項目おすすめポイントや失敗談にも注目です。

『老
おいざむらい

侍』
吉
よしかわ

川��永
ながはる

青：著　　講談社：刊

　戦乱の世、最期のときまで侍であり続けた六人
の誇り高い武将 “老侍 ” 達を描いた歴史作品集。肥
前国の龍造寺家兼（齢九十三）、越前国の朝倉宗滴
（齢八十二）、上野国の長野業正（齢七十一）、越後
国の宇佐美定満（齢七十六）、甲斐国の武田信虎（齢
八十一）、大和国の島左近（齢六十一）、それぞれ
の志や戦略とは？その知恵と経験からなる生き様
に惹きつけられる小説。

『チョコレート物語　一粒のおくり物を伝えた男』
佐
さ わ

和みずえ：著　　くもん出版：刊

　おいしいチョコレートで、たくさんの人々を幸
せにしてきたロシア人のモロゾフ一家。しかし、
そこに至るまでには幾度となくさまざまな困難に
直面していたのでした。ロシアから関東大震災後
の日本へやって来て、一粒一粒のチョコレートづ
くりに全てをささげたモロゾフ一家の奮闘を描く
物語。

●行政相談
　場所� 役場新館１階　相談室
　日時� ５月１日（火）10時～ 15時
　� ６月５日（火）10時～ 15時
　問合先� 総務課　☎ 73-3150
●消費生活相談
　場所� 商工観光課（役場旧館２階）
　日時� 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30分～ 17時
　※�専門相談員の在席は、月・木曜日（休
庁日の場合は翌開庁日）の９時 30分
～ 16時 30分

　問合先� 商工観光課　☎ 73-3158
●無料人権相談所
　相談先� 大分地方法務局杵築支局
� ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時� 第２火曜日（保健福祉センター）
� 第４火曜日（役場 333 会議室）
� ※祝日の場合は休み
� 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用� 30 分につき 5,400 円
� ※�収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
� � 　☎ 097-536-1458
●行政書士無料相談会
　（第２金曜日・申込不要）
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� ５月 13 日（金）13時～ 16時
　� ６月８日（金）13時～ 16時
　問合先� 大分県行政書士会杵築支部
　　　　　☎ 72-0975（阿部）
●公証人による無料相談会
　（第 1水曜日・要申込）
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� ５月２日（水）15時 30分～ 17時
　� ６月６日（水）15時 30分～ 17時
　問合先� 大分公証人合同役場
　　　　　☎ 097-535-0888
※定期相談は P.19 にも掲載しています。
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町長室から
日出町長　本田 博文 第 13 回

　

今
年
の
入
学
式
、
入
園
式
の
こ

ろ
は
良
い
天
気
が
続
い
て
、
穏
や

か
な
日
差
し
の
な
か
、
新
入
生
は

清
々
し
い
気
持
ち
で
新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

朝
の
通
学
路
で
あ
い
さ
つ
す
る

と
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
元
気
な
声
が
返
っ
て
き
て
、

一
日
の
始
ま
り
を
明
る
く
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
の
12
・
13
日
の
両

日
は
第
33
回
城
下
か
れ
い
ま
つ
り

で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す

（
詳
細
は
２
・
３
ペ
ー
ジ
で
す
）。

日
出
町
防
災
士
会
女
性
部
設
立

に
つ
い
て

　

４
月
15
日
、
日
出
町
防
災
士
会

の
女
性
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
出
町
防
災
士
会
は
、
会
員
に

女
性
防
災
士
が
増
え
て
き
た
こ
と

か
ら
、
女
性
が
持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
斬
新
な
発
想
を
こ
れ
か
ら
の

防
災
・
災
害
対
応
に
生
か
し
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
か
ら

今
年
の
２
月
ま
で
５
回
の
検
討
を

重
ね
て
き
て
実
現
し
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
女
性
は
、
隣
近
所
の

付
き
合
い
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
常

生
活
に
お
い
て
、
学
校
や
地
域
の

店
舗
、
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な

ど
、
地
域
の
施
設
と
広
く
つ
な
が

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
を
通
じ
て
の
友
人
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
、
趣
味
の
友
人
な
ど
、
日
頃

か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
仲
間
同
士

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
様
々
な
情
報
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
た
め
、
こ
う
し

た
つ
な
が
り
か
ら
得
ら
れ
る
情
報

や
連
携
が
大
い
に
役
立
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
は
乳
幼
児

と
そ
の
親
、
そ
し
て
高
齢
者
に
対

す
る
配
慮
も
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
女
性
は
育
児
や
家
事
に
関
わ

る
時
間
が
男
性
に
比
べ
て
長
い
傾

向
に
あ
り
、
そ
の
分
、
知
識
と
経

験
が
豊
富
で
す
。
避
難
所
運
営
に

際
し
て
、
女
性
や
高
齢
者
に
は
ト

イ
レ
や
入
浴
、
更
衣
な
ど
に
つ
い

て
、
適
切
な
対
応
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
こ
と
か
ら
、
防
災
士
会
女

性
部
が
で
き
る
こ
と
で
、
女
性
目

線
で
の
適
切
な
提
案
や
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
日
常
生
活
の
細
か

な
点
に
配
慮
で
き
る
人
材
は
、
災

害
時
に
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
く
、
今
回
、
日
出
町
防

災
士
会
に
女
性
部
が
発
足
し
た
こ

と
は
日
出
町
の
防
災
を
考
え
る
う

え
で
大
変
心
強
く
感
じ
ま
す
。

　

女
性
部
の
活
動
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
が
、
日
頃
か
ら
防
災
・

減
災
対
策
に
つ
い
て
、
広
い
視
点

で
考
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
被
災

者
の
不
便
や
ス
ト
レ
ス
を
で
き
る

だ
け
軽
減
す
る
た
め
に
、
そ
の
お

力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
神
漁
港
の
お
も
て
な
し
向
上

に
つ
い
て

　

大
神
漁
港
は
、
古
来
、
風
待
ち

の
良
港
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
漁
港
と
し
て
栄
え

て
お
り
、
魚
市
場
や
多
く
の
水
産

会
社
が
あ
り
ま
す
。

　

漁
港
で
は
、
日
曜
日
を
除
く
毎

日
（
※
）
朝
７
時
半
か
ら
朝
市
が

開
催
さ
れ
て
い
て
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
場
で
は
、
仲
買
人
が
競
り
落
と

し
た
新
鮮
な
魚
介
類
を
そ
の
場
で

購
入
で
き
、
鮮
魚
さ
ば
き
所
で
さ

ば
い
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
朝
市
の
利
用
者
が
多
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
車
が
い
っ

ぱ
い
で
駐
車
で
き
ず
、
朝
市
の
競

り
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
」「
観
光

目
的
で
来
た
の
で
、
そ
の
場
で
食

事
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」「
男
女
別
々
の
き
れ
い
な
ト

イ
レ
を
整
備
し
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
毎
年
１
月
に
日
出
町
新

春
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
大
神
漁

港
を
中
心
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
申
込
者
が
６
０
０
人
を
超
え

る
こ
と
か
ら
、
ト
イ
レ
や
駐
車
場

の
整
備
は
課
題
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。　
　

　

こ
の
課
題
を
解
消
し
、
来
場
さ

れ
た
方
々
に
快
適
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
こ
の
た
び
ト
イ

レ
・
休
憩
所
の
新
設
、
そ
し
て
駐

車
場
の
整
備
を
行
い
、
３
月
30
日

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
は
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
の
方
が
安
心
し
て
使
え
る
よ
う

に
多
目
的
ト
イ
レ
も
設
置
し
て
い

ま
す
。
駐
車
場
も
広
く
な
り
ま
し

た
の
で
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

車
で
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

日
出
町
は
、『
通
過
型
』か
ら『
滞

在
型
』
の
観
光
に
向
け
て
地
域
住

民
ら
が
中
心
と
な
っ
て
参
加
・
体

験
型
観
光
プ
ラ
ン
を
造
成
し
て
お

り
、
大
神
・
糸
ヶ
浜
エ
リ
ア
で
の

観
光
ル
ー
ト
は
、
日
出
城
址
周
辺

ル
ー
ト
と
並
ん
で
、
観
光
の
核
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
お
も
て
な
し
施
設
の
整

備
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
で
誘
客
の
促
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

祝
祭
日
お
よ
び
月
に
１
～
２
回

水
曜
日
も
休
業
し
ま
す
。

大神漁港に新設されたトイレ（右奥が休憩所）
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■ 女 性 の 人 権
　�男女平等は憲法に明記されていますが、現状
は男女の社会的な地位の格差や、性別による
固定的な役割分担を背景とした差別的取扱い
の問題があります。平成 11 年に『男女共同
参画社会基本法』が施行され、男女が共に参
画する社会をめざしています。同年、『改正
男女雇用機会均等法』や平成 12 年には『ス
トーカー規制法』、13 年には『DV 防止法』
と相次いで施行されました。性別を理由とし
た労働者の雇用差別を無くして、男女が互い
に人権を尊重し、個性と能力を発揮できる社
会の実現をめざしましょう。

■ 子 ど も の 人 権
　�子どもは、教育・しつけを口実とした体罰や
虐待を受けやすく、健全な成長を阻まれてい
ることも少なくありません。近年、児童虐待
や児童買春、児童ポルノの問題は深刻です。
平成 26 年、『児童買春・児童ポルノ禁止法』
が改正されるなど、社会の関心も高まってい
ます。子どもは社会の宝です。地域社会みん
なで見守り育んでいくことが大切です。

■ 高 齢 者 の 人 権
　�社会の高齢化が急速に進み、介護が必要な
人も増える中で、介護者が虐待を加えるなど
高齢者の被害が大きな社会問題となり、平成
18 年、『高齢者虐待防止法』が施行されまし
た。他にも、悪徳商法や振り込め詐欺、不当
な財産処分などの被害を受けやすいのも高齢
者です。高齢者を見守り、高齢者の豊かな経
験や知識を活かし、生きがいのある高齢期を
送れる環境づくりが大事です。

■ 障 が い の あ る 人 の 人 権
　�平成 26 年、政府は『障害者権利条約』を批
准して、これが後の平成 28 年『障害者差別
解消法』の施行に繋がりました。この法律は、
障がいの有無に関わらず共に暮らせる社会を
めざして、『不当な差別的取り扱いを禁止』し、
あらゆる組織に対し『合理的配慮の提供』を
求めています。障がいは多種多様で外見では
分からない場合もあります。障がいについて
の誤解や偏見から、社会参加が阻まれがちで
す。どのような配慮や支援が必要なのか、障
がいをよく理解する必要があります。そして、
障がいがあっても差別されず、自分の能力が
発揮できる『共生社会』が大切です。�

こころのまど
共に考えましょう！

人権８課題

■ 同 和 問 題
　�部落差別は、同和地区（被差別部落）出身
や出自を理由に、結婚に反対されたり、就職
などで不利な取り扱いを受けたり、インター
ネット上で誹謗中傷が書き込まれ差別されて
いる日本固有の人権問題です。今なお日常生
活の中で様々な部落差別が存在しています。
同和問題を解決しようと平成 28 年 12 月 16
日に『部落差別解消推進法』という法律が公
布・施行されました。依然として存在する部
落差別の解消に向け、国と地方公共団体が中
心になり取り組むことになりました。自分に
は無関係と考えずに、正しく理解し、自分自
身の問題として向き合いましょう！

■ エ イ ズ 感 染 者 ・ ハ ン セ ン 病 患 者 な ど の 人 権
　�エイズウイルス HIV の感染で、身体の免疫力
が低下して発症するのがエイズです。HIV は、
感染力が弱く日常生活では感染しません。保
健所で無料・匿名検査が可能です。また、ハ
ンセン病の原因の『らい菌』も日常生活では
感染しません。新薬が開発され、現在では早
期治療により後遺症を残さず完治できます。
医療技術の進んだ今も、過度の危機意識や誤
解が患者や家族への偏見・差別を生み出して
います。感染症に対する正しい知識と理解が
必要です。

■ 外 国 人 の 人 権
　�外国人への偏見・差別による問題が多発して
います。歴史的経緯による在日韓国・朝鮮人
を巡るヘイトスピーチ問題や、外国人に対す
る就労差別・入居入店拒否・未就学問題など
が起きています。言語・宗教・習慣の違いを
受け止め、相互理解を深める事が大切です。

■ 様 々 な 人 権 問 題
　�インターネットによる人権侵害、犯罪被害者
やその家族の人権問題、性同一性障害や異性
愛外の人権問題、アイヌの人々への差別、刑
を終え出所した人への差別、　北朝鮮の拉致
問題、人身取引などが存在します。すべての
人の人権が守られる社会の実現に向けて、一
人ひとりが人権意識を高めていきましょう。

住民課　　　
生涯学習課　

人権コラム

　日出町では、『日出町人権教育・啓発基本計画』を策定し、次に掲げる『８つの人権課題』を重
点にして、その解決に向けて取り組んでいます。みんなで差別の無い『共生社会』をめざしましょう。
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健　康
子育て

＊診療時間 9時～ 17時
＊��町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

～５月の休日当番医～
� 3日�さくら医院（皮膚科）�28-0777
� 4日�吉岡内科医院� 73-2787�
� 5日�鈴木病院� 73-2131
� 6日�サンライズ酒井病院�72-2266
13日��酒井医院� 72-2624
20日�日出児玉病院� 72-2724
27日�矢野小児科医院� 72-1011

交流ひろばHiCaLi��一時託児室�����
☎��72�-�6611

●折り紙教室【つゆ】
　5月9日（水）10時～12時
　参加費100円（託児利用の方は無料）
●おうちの整理収納教室【幸せの入り口・玄関編】
　5月13日（日）10時30分～11時30分
　参加費500円（託児利用の方は300円）
　定員12名・受付は5月10日（木）まで
●あみもの教室
　5月18日（金）13時～15時
　参加費500円（託児利用の方は300円）

※いずれも事前の申込が必要です。
【運営】NPO法人パワーウェーブ日出

～６月の休日当番医～
� 3日�鈴木病院� 73-2131
�10日�サンライズ酒井病院�72-2266�
17日��岡田内科クリニック�28-0101
�24日�日出中央医院� 72-2534

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。物
忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろいろな方が
集まっています。お茶やお菓子を準備しております。費用は無
料です。お気軽にお越しください。
　毎月第１水曜日、第３木曜日に開催しています。
○５月 17 日（木）　10 時～ 12 時
　場所：交流ひろばHiCaLi 多目的室
○６月６日（水）　10 時～ 12 時
　場所：深見記念館（二の丸館横）
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

　離乳食に関する相談や、試食などを行う教室を開催します。
　『どうやって離乳食を始めたらいいの？』『離乳食の進め方が
わからない』という方は、ぜひお子さんと一緒に来られてみま
せんか。前回から引き続きの参加も大歓迎です。申し込み不要
です。

■日時　６月５日（火）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
※開始の５分前までにお越しください。
■場所　保健福祉センター　母子保健室
■内容　離乳食に関する講話、試食
■対象　離乳食期（１歳６カ月頃まで）の子どもと保護者
※�スプーンは準備していますが、使い慣れたスプーンやエプロ
ンが必要な方はご準備ください。

■問合先
　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177
※��当日連絡される場合は、☎ 73-1337（保健福祉センター）に
おかけください。

離乳食教室のお知らせ

わいわい教室で
いっしょに話しませんか ?

　わいわい教室は、発達に支援が必要なお子さんの保護者が集
まり、子育ての悩みや経験を話したり、福祉サービスのことな
どの情報交換をする場です。講話や施設見学なども計画してい
ます。
　保護者同士、思いを分かち合い、子どもの成長を喜びあえる
仲間ばかりです。皆で顔を合わせるときっと元気が湧いてきま
す。見学や参加をご希望の方は、下記までご連絡ください。

■日時　　原則第３金曜日　10 時～ 12 時
　　　　　※今月は５月 18 日（金）です。
■場所　　保健福祉センター
■連絡先　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177

5 月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130
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日出町地域子育て支援センター

　H
は ぐ

UG くみ

さざんか児童館�����☎�72�-�8383

●赤ちゃん広場（要申込･200円）
　5/7(月)�･6/4(月)10時30分～
●��ママのお部屋（要申込･400円）
　～手作り絵本を作ろう！指人形～　
　5/10(木)�10時~12時
●巡回児童館（太田公園で遊ぼう）
　5/14(月)�10時30分~12時
●すくすく☆成長の記録
　身長体重が測れます
　5/21(月)�10時~12時
●��親子グループ活動　10時30分～
� 0～1歳児� 5/11･18･25�(金)
� 2歳児� 5/9･16･23(水)
� 3～5歳児� 5/8･15･22(火)
※�はじめての方も大歓迎です。

日出町地域子育て支援センター
Ｈ
は ぐ

ＵＧくみ　　☎�85�-�8820

●�子連れdeヨガ
　 (子育て中ママ･要申込･300円)
　5/7(月)･21(月)11時～12時
●�親子リトミック教室 
　(乳幼児･要申込･ボール持参)
　5/8(火)11時～12時
●�えいごであそぼ！Peek-a-boo
　5/9(水)�11時～11時30分
●�産後deヨガ (産後1年以内ママと赤ちゃん
･要申込･300円･バスタオル持参)
　5/14(月)･28(月)11時～12時
●�ひじハピ『わくわく交換会』
�　�(子育て中ママ･要申込･10品以上の交換
品を持参)　5/15(火)�10時30分～12時
●�マタニティ・ヨガ (妊娠５カ月以上安定
期の方･要申込･500円)　
　5/16(水)�11時～12時
●�たのしい絵本の読み聞かせ (乳幼児)
　5/18(金)�11時15分～11時45分
●�マタニティハンドメイド『てづくりスタイ』 
　 (妊娠中の方･要申込･300円)
　5/22(火)�10時～12時
●�WAKUWAKUつみきくらぶ�
　5/23(水)�10時30分～12時

５月の相談日

■申込・問合先
　日出町地域子育て支援センターH

は ぐ

UG くみ　☎ 85-8820

こころの相談会
　完全予約制の個別相談（１時間程度）です。日出町に住民票
がある方に限ります。相談は無料。秘密は厳守します。
※相談日の２日前までに、お申し込みください。

■日時
　５月９日（水）、６月 13 日（水）
　９時～ 12 時、13 時～ 16 時
■場所　保健福祉センター
■予約・問合先　福祉対策課　障害福祉係　☎ 73-3126

　里親とは、様々な事情により家庭で暮らすことができない子
どもを家族の一員として迎え、あたたかな雰囲気の中で豊かな
愛情を持って、心身ともに健やかに育ててくださる方のことで
す。
　養育をお願いする期間は数日間から数年間まで様々です。
　大分県では広く里親を募集しています。
　関心のある方は、ぜひ里親募集説明会にお越しください。

■日時　　５月 28 日（月）14：00 ～ 16：00
■場所　　日出町保健福祉センター　研修室
■問合先　大分県中央児童相談所（里親担当）
　　　　　☎ 097-544-2016

里親募集説明会のご案内
～里親になりませんか？～

①　栄養相談日
　　　５月 10 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：渡邊千恵子氏（森永乳業栄養士）
②　ペアレントメンター相談日
　　　５月 16 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：精神保健福祉士　海口廣子氏
　　　　　　　ペアレントメンター　三砂裕美氏 /坪井加代子氏
　　　　　　　（発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）
③　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖

だんだん

暖』（※要申込）
　　　５月 21 日（月）10 時～ 12 時
　　　相談員：徳丸浩一氏（相談支援専門員、精神保健福祉士）
④　臨床心理士相談日
　　　５月 25 日（金）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：板井奈穂子（臨床心理士）
⑤　助産師相談日
　　　５月 29 日（火）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：深見育子（助産師）
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『いきいき健康カレッジ』　クラスメイト募集！
　あなたは健康づくりに取り組んでいますか？�
　日出町では、みんなで楽しみながら健康づくりを学べる、“集まれひじ人！いきいき健康カレッジ ”
という教室を下記のとおり開催します。この教室では皆さん自身の健康を守り、これまで以上に増進
するために欠かすことのできない適切な運動習慣や食習慣を、楽しい講師の先生が優しく教えてくれ
ます♪♪『料理を習いたい』という方や『運動したいけど 1人では…』という方、大歓迎！！
　ぜひお誘い合わせのうえ、ご参加ください。

≪いきいき健康カレッジ時間割≫　　■場所　保健福祉センター

日　　時 内　　容

入学式 ６月７日（木）9時 30 分～ 11 時 30 分 【運動】
レクリエーション、体力測定、スト
レッチウォーキング、有酸素運動、
筋力トレーニングなど
【栄養】
○講話
○調理実習
『美味しい節塩レシピ』
『美味しいヘルシーレシピ』
『野菜たっぷり美味しいレシピ』など

１時間目：栄養 ６月 20 日（水）9時 30 分～ 13 時

２時間目：運動 ７月４日（水）9時 30 分～ 11 時 30 分

３時間目：栄養 ７月 18 日（水）9時 30 分～ 13 時

４時間目：運動 ８月１日（水）9時 30 分～ 11 時 30 分

５時間目：栄養 ８月 22 日（水）9時 30 分～ 13 時

卒業式 ９月５日（水）9時 30 分～ 12 時

■講師　�【運動】長野��力��氏（別府大学��健康運動指導士）　　　　　　　�
　　　　�【栄養】木代��正��氏（星生倶楽部料理長��大分県食育栄養指導員）　
■対象者　日出町民（できるだけ全回参加できる方）　※ 30 名程度
■参加料　300 円（全回を通しての参加料です）
■申込方法　参加希望の方は、下記まで電話にてお申し込みください。
　　　　　　健康増進課　長寿健康係　☎ 73-3130
■申込締切　５月 16 日（水）

集まれひじ人！

ひかえめ塩分じっこうしよう！
～すぐに実行できる、食塩摂取量を１ｇ節塩する方法～

～調理で行う節塩方法～　うま塩親子丼（食塩相当量 １人分あたり 1.2g）

≪材料（２人分）≫
精白米（１合）、水（165cc）、玉ねぎ（100 ｇ）、
長ねぎ（20 ｇ）、鶏もも肉（100 ｇ）、油（小さじ１）、
かつお・昆布だし（140cc）、みりん（20cc）、
薄口しょうゆ（大さじ１）、かつお節（２ｇ）、
卵（２個）、大葉（２枚）、三つ葉（適量）

≪作り方≫
①ごはんを炊く。
②�玉ねぎ、長ねぎを薄く切る。鶏もも
肉を食べやすい大きさに切る。
③�鍋に油を引き、玉ねぎ、長ねぎ、鶏
もも肉を軽く炒める。
④�鶏もも肉の色が変わったら、だし汁を加え、２～３
分程度煮る。
⑤�さらにみりん、しょうゆ、食べやすく刻んだかつお
節を加えひと煮立ちさせる。
⑥溶きほぐした卵を加え、ふたをしたら火を切る
⑦�火が通ったらごはんの上に装い、刻んだ大葉と三つ
葉を盛り付け出来上がり。

※通常レシピの食塩相当量　１人分あたり 2.3g

※このうま塩レシピは、大分県のHPに掲載されています。

醤油の量を減らした代わりに、だしを多めにきか
せます。しそとみつばの香りが美味しさをアッ
プ！！
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●家庭児童・母子婦人相談

　相談先� 子育て支援課　☎ 73-3177
●いつでも子育てほっとライン

　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
� 　　　　（24時間 365 日受付）

●障がい児・者等支援相談

　相談先� �社会福祉法人みのり村・みのり
障がい者生活支援センター　

� ☎ 75-7020

　相談先� 児童発達支援センター『プリンちゃん』
� ☎ 28-0250

●障がい児・者生活支援相談

　相談先� 太陽の家障害者生活支援センター
� ☎ 72-1682（８時～ 17時）

●障がいのある方の『親なきあと相談室』

　日時　　平日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　９時～ 17時

　場所　　渓泉寮けいせんプラザ
　問合先　大分県渓泉寮　☎ 72-1721
　※相談無料

　※事前の申込が必要です

●高齢者総合相談

　相談先� 地域包括支援センター
� （健康増進課内）☎ 73-3115

●こころの相談会

　（完全予約制の個別相談・無料・秘密厳守）

　場所　　保健福祉センター
　日時　　５月９日（水）
　　　　　６月 13日（水）

　　　　　９時～ 12時、13時～ 16時

　問合先　福祉対策課　☎ 73-3126
　※日出町に住民票がある方に限ります

　※相談時間は１時間程度

　※相談日の２日前までに要申込

●わいわい教室（保護者同士の交流など）

　日時　　５月 18日（金）10時～
　場所　　保健福祉センター
　対象　　発達に支援が必要なお子さんの保護者
　問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

※定期相談は P.13 にも掲載しています。

定 期 相 談　 ②

　平成２年４月２日以降生まれの方は、風しん予防接種を２回
受ける機会がありましたが、それより年齢が上の人は受けてい
ても１回で、昭和 54 年４月１日以前に生まれた男性は、１回
も接種の機会がありませんでした。
　妊婦さんが妊娠初期（妊娠 20 週頃まで）に風しんウイルス
に感染すると、出生時児が先天性風しん症候群を発症する可能
性があります。妊婦さんが風しんにかからないようするには、
周りの方が感染を予防することが大事です。
　そのために、日出町では『妊婦の配偶者』に加えて、『19 歳
以上（年度内に 19 歳になる方も含む）で、妊娠を希望または
予定している女性の配偶者』も対象といたします。
　ただし、これまで風しんにかかったことがある人や、風しん
予防接種を２回受けている方は除きます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

■問合先　子育て支援課　母子保健係　☎ 73-3177

今年度から風しんの予防接種費用
の一部助成事業の対象者を

追加しました

　エイズの原因となるＨＩＶに感染しているかは、血液検査で
簡単に調べることができます。
　東部保健所では、『ＨＩＶ検査普及週間』に関連して休日検
査を実施します。検査は匿名・無料で行い、検査は採血後約
30 分で判明します。予約制ですので、希望される方は必ず事
前に電話による予約をしてください。

■日時　６月２日（土）　９時～ 16 時
■場所　県東部保健所（別府市大字鶴見字下田井 14-1）
■内容　ＨＩＶ抗体迅速検査
　　　　※検査は予約制ですので、事前に電話をしてください。
■予約・問合先　エイズ相談電話　☎ 67-7040

休日エイズ検査のお知らせ

６月１日～７日は『ＨＩＶ検査普及週間』です
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　地域の子育て支援サービスの周知と経済的負担の軽減を目的に、平成 30 年 4月 1日出生の子どもから、お
おいた子育てほっとクーポンの交付額を第１子10,000円、第2子20,000円、第3子以降30,000円に増額します。
　なお、平成 30 年 4月 1日より、『お預かり事業（幼稚園型一時預かり）』『延長保育事業』『おたふくかぜ予
防接種、ロタウイルス予防接種』『子育て短期支援事業』『母乳マッサージ』の５つが対象事業に追加されました。

【平成 30 年 4月 1日追加事業】

クーポン対象事業 子育て支援サービスの内容

①�お預かり事業
　（幼稚園型一時預かり）
　（現物払い）

■対象　在園児童（１号認定）
■施設　�日出幼稚園、豊岡幼稚園、藤原幼稚園、川崎幼稚園、大神幼稚園、聖武

幼稚園、日出やまとこども園、藤原こども園、山茶花こども園、
　　　　野に咲くこども幼児舎、川崎こども園
※クーポンでの保育料の支払いはできません。

②�延長保育事業
　（現物払い）

■対象　在園児童（２号、３号認定）
■施設　�日出やまとこども園、藤原こども園、山茶花こども園、豊岡保育園、
　　　　野に咲くこども幼児舎、暘谷保育園、川崎こども園、大神保育園

③�おたふくかぜ予防接種、
　ロタウイルス予防接種
　（現物払い /償還払い）

■対象　小学生以下の児童
■施設
○現物払い　�てしまこどもの杜クリニック、矢野小児科医院、
　　　　　　杵築市の子どものおたふくかぜ予防接種、
　　　　　　ロタウイルス予防接種実施医療機関
　　　　　　※岡田内科医院はおたふくかぜ予防接種にクーポンは使えません。
○償還払い　杵築市を除く町外の子どものおたふくかぜ、
　　　　　　ロタウイルス予防接種実施医療機関
■利用上限　１回の利用限度額 5,000 円以内

④�子育て短期支援事業
　（償還払い）

■対象　小学生以下の児童
※�保護者の疾病その他の理由により、家庭において児童を養育することが一時的
に困難となった場合および母子を緊急一時的に保護する必要がある場合などに
利用する事業です。事前に子育て支援課に申請が必要です。
■施設　児童養護施設��栄光園、乳児院��栄光園、光の園子ども家庭支援センター

⑤�母乳マッサージ
　（償還払い）

■対象　産後の母
■施設　産婦人科、『おおいた医療情報ほっとネット』登録の助産所

※『現物払い』…クーポンで直接お支払いください。
※『償還払い』…�いったん利用料を現金で支払い、後日、子育て支援課へ請求してください。手続きに必要なものは、

クーポン、領収書（利用者、利用内容、利用料がわかるもの）、印鑑（シャチハタ不可）、振込口座
の通帳です。

■問合先　子育て支援課　子育て支援係　☎ 73-3177

おおいた子育てほっとクーポンが拡充されます

日出町子育て ・教育支援サイト 『トコトコ』　を

ご覧になっていますか？

町からの最新のお知らせや、お役立ち情報などを掲載しています。
スマートフォンからもご覧いただけますので、ぜひご利用ください。

スマホでQRコードを読み取るにゃ♪
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認可外保育施設にこにこ保育支援事業補助金の申請を受け付けます

■日出町認可外保育施設にこにこ保育支援事業とは
　�認可外保育施設に通う、戸籍上第 2子以降かつ平成 27 年 4月 2日以降に生まれた児童の保育料を補助する
事業です（予算に限りがあるため、補助が受けられない場合があります）。

■補助額について
○第 2子　　　保育料の半額（1カ月あたり上限額 17,500 円）
○第 3子以降　保育料の全額（1カ月あたり上限額 35,000 円）

■補助を受けるための条件について（児童が以下の①～⑤のすべてに該当していること）
①日出町に住民票があること（月途中の転入・転出がある場合、その月は補助対象外）
②戸籍上第 2子以降かつ、生年月日が平成 27 年 4月 2日以降であること
③児童福祉法に基づき都道府県へ届け出を行った認可外保育施設に入所していること
④両親などが共働きであるなど、家庭での児童の保育が困難と認められること　
⑤両親などに町税の滞納がないこと

■補助金申請の手続きについて
　必要な様式は子育て支援課に備え付けていますので、まずは窓口へお越しください。
○受付期間　５月 1日～ 31 日（土・日・祝日除く）
○受付場所　子育て支援課��子育て支援係
○必要書類　①日出町認可外保育施設にこにこ保育支援事業補助金交付申請書（様式第 1号）
　　　　　　②戸籍謄本（児童が何番目の子か確認できるもの）
　　　　　　③就労証明書など（家庭での保育が困難である状況を確認できるもの）
　　　　　　④その他（必要に応じて、別途指定）
■留意事項
○予算額に対して申請者多数の場合は、以下の順番で優先順位をつけさせていただきます。
　①町内の認可外保育施設に入所している
　②児童扶養手当を受給している
　③『日出町保育所等入所調整基準』に照らし、基本点数が高い
○�町からの補助決定があった後は、平成 31 年 3～ 4月を目途に実績報告書などを提出していただきます。補
助金の支払いは平成 31 年５月上旬となる見込みです。
○�補助金の申請は年度ごとに行う必要があります。平成 29 年度に申請済の方が、平成 30 年度も引き続き補助
対象となる場合でも、改めて補助金の申請を行ってください。

歯のなんでも相談室 高齢者のよい歯のコンクール

　赤ちゃんから高齢者まで、どなたでも無料でご相
談できます。申し込みなどは必要ありませんので、
お気軽にご参加ください。

■日時　６月３日（日）９�時�～�12�時
■会場　杵築市健康福祉センター（杵築市大字猪尾 941）
■内容　歯の健診、口腔がん検診、フッ化物塗布、
　　　　歯みがき指導、お口の健康相談
■対象　どなたでも可能

　今年も杵築市と合同で「高齢者のよい歯のコン
クール」を開催します。あなたの『自慢の歯』をぜ
ひ見せてください !!

■日時　６月 3日（日）10 時～
■会場　杵築市健康推進館（杵築市大字猪尾 956）
■応募資格　以下のすべてに当てはまる方
　　　　　　（過去に県で表彰された方を除く）
①日出町に住民票がある
②平成 30 年３月 31 日現在で満 80 歳以上
　（昭和 13 年３月 31 日以前に生まれた方）����
③自分の歯が 20 本以上ある
■内容　歯科医師による診察、表彰式など
※�最優秀賞の方は日出町の代表として県大会に出場
していただきます
■応募締切　５月 18 日（金）まで
■申込先　健康増進課��長寿健康係　☎ 73-3130

６月は歯の健康を考える月間です
歯の健康は全身の健康につながります。
この機会に、あなたのお口のことを

見直してみませんか？

■問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

■問合先　大人のこと：健康増進課��長寿健康係　☎ 73-3130 ／子どものこと：子育て支援課��母子健康係　☎ 73-3177
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　65 歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料は、介護保険のサービスに必要な費用と 65 歳以上の人数
に応じて決められており、３年ごとに見直されます。平成 30 年度から平成 32 年度までの３年間については、
介護保険料の月額基準額を 5,699 円とし、第６期と同額に据え置くこととなりました。
　また、平成 30 年度より、第７段階から第９段階までの基準所得金額が変更されました。

【第１号被保険者（65 歳以上の方）の保険料】　平成 30 年度から平成 32 年度

保険料段階区分 保険料の調整率 保険料（年額）

第１段階

○生活保護の受給者
○世帯全員が町民税非課税の老齢福祉年金受給者
○�世帯全員が町民税非課税　かつ　
　前年の『本人公的年金等収入+合計所得金額』が 80 万円以下

基準額× 0.45 30,700 円

第２段階
○世帯全員が町民税非課税　かつ
　前年の『本人公的年金等収入+合計所得金額』が
　80 万円超 120 万円以下

基準額× 0.75 51,200 円

第３段階
○世帯全員が町民税非課税　かつ
　前年の『本人公的年金等収入+合計所得金額』が
　120 万円超

基準額× 0.75 51,200 円

第４段階
○本人が町民税非課税　かつ
　前年の『本人公的年金等収入+合計所得金額』が
　80 万円以下

基準額× 0.84 57,400 円

第５段階
○本人が町民税非課税　かつ
　前年の『本人公的年金等収入+合計所得金額』が
　80 万円超

基準額 68,300 円

第６段階
○本人が町民税課税　かつ
　前年の合計所得金額が 120 万円未満

基準額× 1.2 82,000 円

第７段階
○本人が町民税課税　かつ
　前年の合計所得金額が 120 万円以上 200 万円未満

基準額× 1.3 88,900 円

第８段階
○本人が町民税課税　かつ
　前年の合計所得金額が 200 万円以上 300 万円未満　

基準額× 1.5 102,500 円

第９段階
○本人が町民税課税　かつ
　前年の合計所得金額が 300 万円以上 500 万円未満

基準額× 1.7 116,200 円

第 10 段階
○本人が町民税課税　かつ
　前年の合計所得金額が 500 万円以上

基準額× 2.0 136,700 円

＜合計所得金額＞
　�収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする
前の金額です。なお、平成 30 年４月から『合計所得金額から長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除
額を控除』および『公的年金等に係る雑所得を控除（所得段階が第１～５段階のみ）』した額を用います。

＜本人公的年金等収入＞
　�公的年金のうち、国民年金・厚生年金・共済年金などの課税対象となる種類の年金収入額です。障害年金・遺
族年金・老齢福祉年金などは含まれません。

■問合先　健康増進課　介護保険係　☎ 73-3136

第７期の介護保険料が決まりました
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

別府湾ロイヤルホテル

国道10号

歩道橋
→日出中心部

→仁王

←大分

↑黒岩グラウンド

JR豊後豊岡駅

豊岡小 第二谷口歯科
松屋寺

GS

老人ホーム希空

地域福祉計画および地域福祉活動計画を策定しました

　日出町では地域での支え合いや助け合いなどを実践するた
め、上記計画の策定検討会を設置し、第２次計画を見直すとと
もに、住民アンケートやまちづくり座談会を実施するなど、計
画の策定作業に取り組んできました。
　策定検討会の会長で、大分大学名誉教授の山岸治男氏から、
本田町長が第３次計画（案）の報告を受けました。
　今回の計画は、行政の地域福祉計画と社会福祉協議会の地域
福祉活動計画を一体的に策定し、『人を大切にするまちづくり』
を基本理念とし、３つの基本目標に取り組む体系で構成されて
います。

報告書を町長に手渡す山岸会長（左）

新
し
い
参
加
と

つ
な
が
り
の
し
く
み
を

生
み
だ
そ
う
！

みんなでつくる地域福祉

地域活動への参加を誘うしくみづくり

地域の特性を活かしたまちづくり

●広報・啓発活動の推進
●福祉教育の推進

地
域
の
核
と
な
る

リ
ー
ダ
ー
を

育
成
し
よ
う
！

み
ん
な
を
認
め
あ
い
、

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
を

し
よ
う
！

●�ボランティアの育成と新しい参加者層を巻き込んでいく工夫
●協働の体制づくり

●�自治区に密着した活動の促進
●さまざまな活動場所の確保
●他の分野との連携

●�民生委員・児童委員を支援する体制づくり

●�地域福祉を支える人材および各種サポーターの育成

●�サロン活動など交流の場の充実および多様な担い手の発掘

●�住民同士の交流の活性化による地域のつながりの強化

●�子育て支援の充実� ●高齢者支援の充実
●障がいのある人への支援の充実� ●権利擁護の推進
●さまざまな困難を持つ人への支援� ●包括的な福祉サービスの展開
●災害時の総合的支援

●�ユニバーサルデザインの推進
●心のバリアフリー（人権教育）の推進
●快適な生活環境づくり
●防犯活動の充実　　●日常の防災体制の充実

地域福祉の担い手の育成と支援

民生委員・児童委員への支援

交流とつながりの中から担い手の発掘

さまざまな住民同士の交流の促進

みんなで支え合う生活支援体制の充実

みんなが住みやすいまちづくり
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自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的

と
し
て
、
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
無
料
）。

▼
日
時　

６
月
７
日
（
木
）

　

14
時
～
16
時

　
（
受
付
13
時
30
分
～
）

▼
場
所　

　

�

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

▼�

対
象　

大
切
な
方
を
自
死
で

失
く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼
申
込
期
限　

５
月
31
日（
木
）

▼�

問
合
先　

大
分
県
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

歯
と
口
の
健
康
図
画
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

歯
と
口
の
健
康
週
間
（
６

月
４
日
～
10
日
）
に
ち
な
ん

で
、
歯
と
口
の
健
康
図
画
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　

両
コ
ン
ク
ー
ル
と
も
『
虫

歯
』
と
い
う
言
葉
を
使
う
場
合

は
、漢
字
の
『
虫
』
で
は
な
く
、

募��

集

ひ
ら
が
な
の『
む
し
』を
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
定
の
商
品
名
な

ど
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

【
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
】

　

画
用
紙
の
大
き
さ
は
四
ツ

切
ま
た
は
Ｂ
３
サ
イ
ズ
で

す
。

▼�

対
象
者　

大
分
県
下
全
て

の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
の
幼
児
、児
童
、

生
徒

▼�

応
募
方
法　

幼
稚
園
、
学

校
を
通
し
て
応
募

▼
応
募
期
限

　

�

５
月
14
日
（
月
）
必
着

【
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
】

　

歯
と
口
の
健
康
に
関
す
る

こ
と
な
ら
内
容
は
問
い
ま
せ

ん
。

▼�

対
象
者　

大
分
県
下
全
て

の
小
学
校
、
中
学
校
、
高

等
学
校
、
特
別
支
援
学
校

の
幼
児
、
児
童
、
生
徒

▼�

応
募
方
法　

学
校
名
、
学

年
、
氏
名
お
よ
び
ふ
り
が

な
を
明
記
の
う
え
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

�

５
月
31
日
（
木
）
必
着

＊�

郵
送
の
場
合
は
、
６
月
８

日
（
金
）
消
印
有
効

▼�
問
合
先

　

大
分
県
歯
科
医
師
会

☎
０
９
７
‐
５
４
５
‐
３
１
５
１

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、

が
ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間

や
、
そ
の
ご
家
族
の
交
流
の

場
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ

ロ
ン
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
参
加
無
料
、申
込
不
要
。

▼
日
時　

５
月
11
日
（
金
）

　

14
時
～
16
時

▼�

場
所　

交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ

Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象　

が
ん
患
者
さ
ん
、

ご
家
族
（
ご
家
族
だ
け
の

参
加
も
可
）

▼�

内
容　

お
茶
を
飲
み
な
が

ら
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

▼�

問
合
先　

が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
別
府
医
療
セ
ン

タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

不登校児童・生徒・引きこもりなど
の子を持つ保護者を対象とした

セミナーを開催します

　『学校に行かないということ～サインを見のがさ
ない』と題して、不登校児童・生徒・引きこもり
などの子を持つ、保護者などを対象としたセミナー
を開催します。参加無料、事前申込不要です。

■日時　６月３日（日）　10 時～ 11 時 30 分
■場所　交流ひろばHiCaLi　多目的室３
■講師　山本��浩二��氏
　　　（大分こども心理療育センター��愛育学園��施設長）
■問合先　NPO法人パワーウェーブ日出
　　　　　☎ 080-3187-0134
　　　　　（お問い合わせの受付時間：９時～17時）

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時　

５
月
18
日
（
金
）・

31
日
（
木
）　

10
時
～
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼�

場
所　

深
見
記
念
館

▼�

定
員　

各
７
名

▼
予
約
・�

問
合
先

　

�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

甲
種
防
火
管
理
（
再
）
講
習

▼�

講
習
日
時　

７
月
11
日（
水
）

▼�

場
所　

大
分
県
教
育
会
館

（
大
分
市
下
郡
４
９
６
‐

３
８
）

▼
受
付
期
間　

６
月
11
日

（
月
）
～
６
月
18
日
（
月
）

▼�

受
講
料　

６
５
０
０
円

▼�

定
員　

50
名

▼
受
講
申
込
書
の
交
付
場
所

　

各
消
防
本
部
（
局
）、
当
協
会

※�
日
本
防
火
・
防
災
協
会
お
よ

び
当
協
会
の
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼�

そ
の
他　

講
習
会
当
日
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
受
付
期
間
中
に
受
講
の
申

込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�

▼��

問
合
先

　

�

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

講��

座

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
託
児
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼�

募
集
締
切　

５
月
25
日（
金
）

【�

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
①
】

▼�

日
時

　

�

６
月
１
・
８
・
15
・
22
（
金
）

　

10
時
～
12
時

▼
受
講
料

　

３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼�

日
時　

６
月
７
日
・
21
日

（
木
）
13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

健
康
体
操　

笑
い
ヨ
ガ

　

動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無

料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時　

５
月
17
日
（
木
）

　

10
時
～
11
時
30
分

▼�
場
所　

別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

▼�

対
象　

患
者
さ
ん
、
ご
家
族

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

 

町
民
文
芸

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

永
松
美
知
子

散
る
桜
う
す
紅
色
を
残
し
ま
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永
三
千
代

そ
よ
風
に
や
さ
し
く
揺
れ
る
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永　

晏
司

日
出
城
址
花
は
満
開
波
静
か

　
　
　
　
　
　
　
　

真
那
井　

渡
辺　

薫

美
容
院
出
て
変
身
の
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

坪
田　

京
子

小
さ
き
種
子
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
が
今
朝
芽
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　

大
神　

柳　

恵
美
子

フ
リ
ー
ジ
ア
の
次
咲
く
を
待
つ
蕾

つ
ぼ
み

達

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
神　

佐
藤　

慶
子

春
め
き
て
衣
も
軽
く
道
々
の

花
を
愛
で
つ
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

渡
邊　

睦
子

恋
し
き
名
を
指
に
な
ぞ
り
し
春
の
窓

透す
か

し
て
見
ゆ
る
さ
ざ
ん
か
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

赤
山　

ち
ゑ

「老
い
て
は
子
に
従
え
」
現
実
と
な
る
己
が
身
を

三み

そ

ひ

と

も

じ

十
一
文
字
に
綴
り
て
遺
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

堤　

友
美

産
み
月
の
四
月
の
色
は
う
す
緑

あ
じ
さ
い
の
新
芽
に
触
れ
て
も
み
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

杉
田
美
智
子

強
風
の
吹
き
荒
れ
し
朝
年
を
経
し

金き

ん
も

く

せ
い

木
犀
が
傾か

し

ぎ
て
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

定
平　

勝
義

入
学
式
児
は
新
品
の
ラ
ン
ド
セ
ル

親
も
盛
装
手
を
と
り
あ
って
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お
よ
び
一
般
の
方

�
▼��
問
合
先　

が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

　

交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害

者
で
お
悩
み
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼�

相
談
日
時　

平
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
８
時
30

分
～
12
時
、
13
時
～
17
時
15

分
▼�

場
所　

県
庁
舎
別
館
５
階

▼�

問
合
先　

県
交
通
事
故
相
談

所
（
県
生
活
環
境
企
画
課
）

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

出
産
や
手
術
で
大
量
出
血
な
ど

さ
れ
た
方
へ

　

出
産
や
手
術
で
の
大
量
出
血

な
ど
で
、
血
液
か
ら
作
ら
れ
た

医
薬
品
（
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

剤
・
血
液
凝
固
剤
第
９
因
子
）

相��

談

そ
の
他

が
使
用
さ
れ
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
の
給
付

金
の
請
求
期
限
が
、
２
０
２
３

年
１
月
16
日
ま
で
に
延
長
さ
れ

ま
し
た
。

　

給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
訴
訟
を
提
起
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ま

ず
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
検
査
は
無
料

で
、
県
内
の
保
健
所
も
し
く
は

医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
細
は
以
下
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

○�

厚
生
労
働
省
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ

ン
製
剤
等
に
関
す
る
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０
‐
５
０
９
‐
０
０
２

※�

受
付
時
間　

９
時
30
分
～
18

時
（
土
・
日
・
祝
・
年
末
年
始

を
除
く
）

○�

給
付
金
の
請
求
に
関
す
る
問
合
先

　

�

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療

機
器
総
合
機
構（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

☎
０
１
２
０
‐
７
８
０
‐
４
０
０

※�

受
付
時
間　

９
時
～
17
時

（
土
・
日
・
祝
・
年
末
年
始

を
除
く
）

○�

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
関
す
る
問
合
先

　

県
健
康
づ
く
り
支
援
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
７
９

県
民
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
祭　

３
Ｂ
体
操
の
つ
ど
い

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

６
月
17
日
（
日
）

■
場
所　

中
央
体
育
館

■
時
間　

10
時
～
12
時

■
問
合
先　

日
本
３
Ｂ
体
操
協
会

☎
０
９
０
‐
２
５
１
４
‐
５
４
０
８

　
（
梶
田
谷
）

憲法週間を迎えて
　裁判所では、５月３日の憲法記念日を中心とした５
月１日から７日までを憲法週間と定めています。憲法
の精神や司法の役割を、国民の皆さんに理解していた
だくことを目的としています。

　大分地方裁判所では、憲法週間にちなんで以下の行
事を実施します。

①無料法律・人権相談（予約不要）
　■日時　５月９日（水）
　　　　　９時 30 分～ 11 時／ 13 時～ 14 時 30 分
　■場所　�アイネス（大分県消費生活・男女共同参

画プラザ）２階大会議室

②裁判員体験ツアー（予約制・先着 28 名）
　■日時　５月 23 日（水）
　　　　　14 時～ 15 時 15 分（受付 13 時 30 分～）
　■場所　大分地方裁判所（大分市）

※�裁判員体験ツアーは、過去に参加された方は申し
込みできません。
※詳しくは、ホームページをご覧ください。

■申込・問合先
大分地方裁判所�総務課庶務係
☎ 097-532-7161（内線 612）
http://www.courts.go.jp/oita/

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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お
誕
生
お
め
で
と
う

（��

）
内
は
保
護
者
名
・
区
名

渡
邉　

碧り

柊と�

（
昭
文
・
蘭��

太
田
）

茅
嶋　

樹き
い
ち一��（
悠
佑��

太
田
）

合
原
希の

の

か

々
花��（
聡
平
・
美
雪��

影
の
木
）

木
村　

姫ひ
な
の望��（
健
悟
・
早
苗��

西
の
二
）

大
西　

葵あ
お
と翔�

（
祐
樹
・��

茉
有
加��

西
の
二
）

吉
元　

穂
み
の
り��

（
滋
・
梢��

若
宮
）

黒
岩　

航こ
う
き希��（

通
浩��

東
仁
王
）

江
藤　

充み
つ
き輝��（

弘
樹
・
美
帆��

日
出
団
地
）

北
尻
フ
ェ
ヘ
イ
ラ
琉る

あ天�

（
恵
美��

日
出
団
地
）

吉
良　

春は
る
ね音�

（
純
一
・
憲
子��

南
部
）

藥
師
寺
萌め

い生�

（
剛
・
彩��

南
部
）

礒
谷　

充み
つ
き輝�

（
優
・
美
夕
紀　

中
部
）

佐
藤　

若わ
か
ば芭�

（
拓
未
・
葉
月��

中
部
）

工
藤　

紹
し
ょ
う
げ
ん元�

（
卓
元
・
里
映��

辻
の
尾
）

瀧　
　

瑛え
い
と友�
（
祥
太
・
由
佳��

成
行
）

佐
藤
百も

も

か

々
花�
（
常
二
・
美
智
子��

成
行
）

安
部　

翔か
い
せ
い星�

（
萌��
内
野
）

道路上にはみ出ている
樹木伐採のお願い

　最近、町道に隣接する民地から、生垣や樹木が道路上にはみ出し、
通行の障害となっている箇所が見受けられます。特に道路の幅が狭
い場所では、事故につながるお
それがあります。
　右の図で示す、官民境界を越
える樹木や生垣の所有者の方は、
伐採をお願いします。

■問合先
　都市建設課　☎ 73-3172　 民地

官民境界

官民境界

民地道路

日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数� 12,300�（＋�40）� ＋�127
人　口� 28,538�（－�38）� ＋� 14
� 男� 13,718�（－� 9）� ＋� 50
� 女� 14,820�（－�29）� －� 36
� 南端� 280�（－� 3）�
� 豊岡� 7,182�（－�14）�
� 日出� 5,957�（＋�18）
� 藤原� 3,869�（－�29）
� 川崎� 6,108�（－� 5）
� 大神� 5,142�（－� 5）
� （　）�内は前月比
� �内は平成 29 年４月１日比　

平成 30 年４月１日現在の
住民基本台帳の登録人口 （��

）
内
は
行
年
・
区
名

※�

３
月
届
出
分
（
一
部
を
除
く
）

　
（
敬
称
略
）

近
藤
千
代
子�

（
93�

西
八
日
市
）

手
嶋
フ
ミ
子�

（
97�

南
部
）

旭　

カ
シ
ク�

（
92�

南
部
）

木
付　

順
子�

（
93�

一
北
）

村
上　

勇�

（
88�

自
然
郷
）

吉
良　

好
子�

（
92�

内
野
）

小
林　

明
子
（
37�

大
神
中
央
）

髙
根　

泉�

（
70�

大
神
中
央
）

箕
迫　

英
雄�

（
71
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

厚
田　

倫り
ん
か花�

（
拓
郎��

内
野
）

江
夏　

裕ゆ
う
せ
い聖��（

裕
人
・
恵
里��

内
野
）

高
橋　

真ま

な菜��（
真
一
・
真
由
美��

三
尺
山
）

和
田　

優ゆ
う
し
ん心��（

純
也
・
千
聖��

軒
の
井
）

二の丸館�イベント情報

中央公民館ホールイベント情報

5月 5日（土）10 時～ 12時
サンキャッチャーづくり

5 月 12 日（土）10 時～ 12時
消しゴムはんこづくり

5 月 14 日（月）～ 20日（日）
藍染め作品展

5 月 19 日（土）13 時～ 15時
おりがみ教室

5 月 20 日（日）16 時～ 17時
フルートアンサンブル演奏会

5 月 26 日（土）16 時～ 16時 40分
アンサンブル『リコレっと』演奏会

５月中のイベントの予定は
ございません。
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き
ど
ら
ず
に　

で
も
上
質
な　

ひ
じ
の
旅

ひ
じ
は
く　

今
年
も
開
催
。

５
月
６
日
（
日
）
～
６
月
24
日
（
日
）

　様々な体験プランを通してまちの魅力に触れる
ことができる『ひじはく』が、今年も開催されます。
約 50のプランをご用意して、皆さまのお越しをお
待ちしております。
　プランなどの詳細は、ひじはくのホームページ
をご覧になるか、日出町観光協会（☎ 72-4255）
へお問い合わせください。
※各プランは予約制です。

■日時　　５月 20日（日）
■時間　　13時 30分～ 16時
※�日出若宮八幡神社～鳥居石石丁場跡～横津神社
を巡り、木下俊長公の数々の功績を辿ります（横
津神社へは各自お車で移動していただきます）。
■場所　　日出若宮八幡神社に集合
　　　　　（横津神社で解散）
■料金　　1,000 円（正式参拝玉串料含む）
■定員　　20名（５日前までに要予約）�
■予約・問合先
　小石護久（日出若宮八幡神社宮司）　☎ 090-8392-7784

日出藩３代藩主・木下俊長公の
知られざる歴史に迫る。

■開催日
　�５月 12日（土）、13日（日）、19日（土）、27日（日）、
６月２日（土）、16日（土）
※�５月 12 日のみ、プロのカメラマンによる撮影会あ
り（撮影料金は別途）
■時間（着付後、帰着時間まで自由行動となります）
　受付時間：９時 30分～ 13時、帰着時間：15時まで
■料金
【Ａプラン】�2,000 円（着物着付け）
【Ｂプラン】5,000 円（着物着付け＆着物または帯の持ち帰り）
※Ｂプランは女性限定。
※男性用の着物もございます。男性はＡプランをご利用ください。
■場所　　深見記念館（二の丸館横）
■定員　　各 10～ 20名
※前日までに要予約（当日でも予約可能な場合あり）�
■予約・問合先
　日出きものマムズ（手島）　☎ 090-5733-7630

着物で城下町散歩。
着物（帯）のお持ち帰り
プランも初登場。

■日時　　５月 18日（金）、19日（土）、25日（金）
■時間� 　11 時～ 13時
■場所　　幸喜屋（日出町 2543-1）
■料金　　3,000 円（当プラン限定の鮨し御膳付き）
■定員　　各６名（２日前までに要予約）
■予約・問合先� 日出町観光協会　☎ 72-4255

料理長の技を伝授。
割烹で握る『極上鮨し』

プランの一部を
ピックアップ！

※これらの他にも多数のプランをご用意しております。
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